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東
あ ず ま わ ら わ

豎子　―描かれた男装の女官
武 田 和 也

国立国会図書館の蔵書から

海
山
を
超
て
洛
に
来
る
も
の
幾
千
万
そ
や

　

京
都
市
中
を
焼
き
尽
く
し
た
天
明
の
大
火
（
天

明
８
（
１
７
８
８
）
年
）
で
御
所
を
失
い
、
洛
東
・
聖

護
院
を
仮
の
御
所
と
し
た
光
格
天
皇
は
、
寛
政
２

（
１
７
９
０
）
年
11
月
22
日
、
平
安
時
代
の
様
式
に
則
っ

て
再
建
さ
れ
た
御
所
（
寛
政
度
内
裏
）
に
向
か
い
行

列
を
進
め
ま
し
た
（
寛
政
遷
幸
）。

　

元
京
都
町
奉
行
所
与
力
・
神か

ん
ざ
わ沢
杜と
こ
う口
は
、
当
日
の

様
子
を
、
天
皇
の
行
列
を
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
海

山
を
越
え
て
押
寄
せ
立
錐
の
余
地
が
な
か
っ
た
と
書

き
残
し
て
お
り（

１
）、
そ
の
中
に
は
伊
勢
国
松
坂
の
国
学

者
・
本
居
宣
長
も
い
ま
し
た（

２
）。
今
回
紹
介
す
る
「
禁

裏
遷
幸
御
行
列
」
は
、
当
時
、
多
く
の
人
が
見
学
を

望
ん
だ
こ
の
行
列
の
様
子
を
描
い
た
三
巻
か
ら
な
る

絵
巻
で
す
。

　

絵
巻
の
先
頭
は
、
御
所
の
造
営
を
担
当
し
た
江
戸

幕
府
の
大
工
頭
・
中
井
正ま

さ
た
だ紀
。
最
後
尾
の
掛
川
藩
主

で
京
都
所
司
代
の
太
田
資す

け
よ
し愛
と
の
間
に
は
、
光
格
天

皇
の
鳳ほ

う
れ
ん輦
や
関
白
・
鷹
た
か
つ
か
さ司
輔す
け
ひ
ら平
が
乗
る
牛
車
を
初
め
、

赤
・
青
・
黄
・
緑
と
い
っ
た
色
鮮
や
か
で
様
々
な
形

の
装
束
を
身
に
着
け
た
老
・
壮
・
青
・
幼
の
男
性

が
、
徒
歩
や
騎
馬
で
行
列
に
供
奉
す
る
姿
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
頭
上
の
冠
の
位
置
を
直
す

人
、
座
り
込
ん
で
衣
装
の
紐
を
結
び
直
す
人
、
前
の

人
の
肩
を
叩
く
人
等
も
描
か
れ
、
厳
か
さ
だ
け
で
は

な
い
当
日
の
喧
騒
ぶ
り
を
窺
わ
せ
ま
す
が
（
次
頁
）、

第
二
軸
の
後
半
に
、
扇
で
顔
を
隠
し
た
馬
上
の
人
物

が
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
（
左
上
）。「
東あ

ず
ま
わ
ら
わ

豎
子　

虫む
し
か鹿
左さ
し
ょ
う少
史し

小お
づ
き槻
為た
め
ひ
で秀
女（
娘
）」
と
の
付
箋
が
あ
る
こ
の

人
物
、
一
体
何
者
な
の
で
し
ょ
う
か
。

と
り
か
へ
ば
や
の
大
将
出
来
か

　

付
箋
に
書
か
れ
た
「
東
豎
子
」
で
す
が
、
平
安
時

代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
天
皇
が
行
幸
す
る
に

あ
た
っ
て
天
皇
の
靴
を
持
参
す
る
た
め
に
騎
馬
で
供

奉
し
た
男
装
の
女
官
の
役
職
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す（
３
）。
そ
の
後
廃
絶
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
江
戸
時
代
の
絵
画
資
料
に
東
豎
子
を
描
い
た
も

の
が
発
見
さ
れ
て
お
り（

４
）、
本
絵
巻
も
そ
の
よ
う
な
資

料
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今 月 の 一 冊

禁裏遷幸御行列
［江戸後期］写　3 軸 ; 36.6cm

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1287045

第1軸冒頭 大工頭・中井正紀
▲

第 2 軸に描かれた東豎子

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287045
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287045
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と
こ
ろ
で
、
本
格
的
な
天
皇
の
行
幸
は
、
室
町
時

代
の
文
正
元
（
１
４
６
６
）
年
以
降
中
断
し
た
と
さ
れ

ま
す（

５
）。
戦
国
時
代
が
終
わ
り
、
聚
楽
第
行
幸
（
天

正
16
（
１
５
８
８
）
年
・
天
正
20
（
１
５
９
２
）
年
）・
寛

永
行
幸
（
寛
永
３
（
１
６
２
６
）
年
）
と
大
規
模
に
復

活
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
行
幸
関
係
の
資
料
に
東
豎
子

の
名
前
は
見
え
ず
、
例
え
ば
、
寛
永
行
幸
に
お
い
て

靴
を
管
理
し
て
い
た
の
は
下
級
官
人
で
あ
る
内な

い
じ
ゅ豎
の

高
屋
右
康
で
し
た（

６
）。
江
戸
時
代
の
天
皇
は
幕
府
か
ら

行
動
を
制
限
さ
れ
て
お
り
、
寛
永
行
幸
か
ら
寛
政
遷

幸
ま
で
の
数
少
な
い
行
幸
の
事
例
で
は
、
役
職
と
し

て
の
東
豎
子
の
名
は
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の

の
、
慶
安
４
（
１
６
５
１
）
年
の
後
光
明
天
皇
の
後
水

尾
上
皇
へ
の
年
頭
の
拝
礼
（
朝

ち
ょ
う
き
ん覲
行
幸
） 

、
宝
永
６

（
１
７
０
９
）
年
の
中
御
門
天
皇
に
よ
る
宝
永
度
内
裏

へ
の
遷
幸
（
宝
永
遷
幸
）
で
は
男
性
が
東
豎
子
を
務

め
て
い
ま
す（

７
）。

　

寛
政
遷
幸
は
、
宝
永
遷
幸
の
次
に
行
わ
れ
た
行
幸

で
す
が
、
こ
の
時
、
中
世
に
廃
絶
し
た
、
三
種
の
神

器
に
次
ぐ
天
皇
家
の
象
徴
で
あ
る
大だ

い
と
け
い

刀
契
の
櫃
が
再

興
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す（

８
）。
と
す
る
と
、

宝
永
遷
幸
段
階
で
男
性
が
務
め
て
い
た
東
豎
子
も
こ

の
時
か
ら
女
性
が
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
同
じ
く
付
箋
か
ら
、「
彼
女
」
の
父
と
さ

れ
る
「
虫
鹿
左
少
史
小
槻
為
秀
」
は
、
当
時
の
記
録

等
に
よ
る
と
、
当
時
41
歳
、
三
河
守
や
、
後
桜
町
上

東豎子は鳳輦から少し離れた場所に
供奉（ぐぶ）している

光格天皇の鳳輦

頭上の冠の位置を直す（？）人

第 2 軸より

見学者に手を振っている（？）人

後ろの人と談笑中の人

▲ ▲
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座り込んで衣装の紐を結び直す人

前の人の肩を叩く人

皇
の
仙
洞
御
所
の
取
次
衆
も
兼
ね
、
仙
洞
御
所
の
近

隣
・
新
烏
丸
丸
太
町
上
ル
（
上
図
）
に
住
ん
で
い
た

人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た（

９
）。
紆
余
曲
折
の

末
、
複
数
の
候
補
者
か
ら
11
歳
の
虫
鹿
左
少
史
小

槻
為
秀
の
娘
が
東
豎
子
に
選
ば
れ
る
過
程
は
、
行

列
を
差
配
す
る
新
内
裏
遷
幸
傳
奏
を
務
め
た
公
家
・

勧か
じ
ゅ
う
じ

修
寺
経つ
ね
は
や逸
の
職
務
日
記
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

（
１
０
）。

　

も
う
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
兄
は
虫
鹿
秀
芳
と
い

い
、
当
時
20
歳
で
官
職
は
右
少
史
、
後
に
は
、
人
名

録
「
平
安
人
物
志
」
に
お
い
て
装
束
の
専
門
家
と

紹
介
さ
れ
る
程
の
人
物
で
し
た

（
１
１
）。
ま
た
、
文
政
２

（
１
８
１
９
）
年
の
記
録
に
は
、
光
格
天
皇
の
子
で
あ

る
仁
孝
天
皇
の
妻
（
女
御
）・
鷹
司
繋
子
に
仕
え
る

女
房
と
し
て
「
史 

虫
鹿
故
為
秀
女　

三
十
五　

御

年
寄
藤
瀬
」
と
い
う
35
歳
の
人
物
を
確
認
で
き
ま
す

が（
１
２
）、

寛
政
遷
幸
時
に
は
６
歳
な
の
で
、
東
豎
子
の
妹

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
絵
巻
に
描
か
れ
た
東

豎
子
は
、
御
所
周
辺
に
居
住
し
、
男
女
問
わ
ず
家
族

総
出
で
天
皇
家
に
仕
え
た
家
の
一
員
で
あ
る
実
在
の

女
性
な
の
で
し
た
。
延
暦
寺
の
僧
で
、
当
時
、
京
の

和
歌
四
天
王
と
呼
ば
れ
た
慈
延
は
、
行
列
に
供
奉
し

た
彼
女
の
こ
と
を
、
少
女
が
男
性
の
装
束
で
あ
る
衣

冠
を
身
に
着
け
て
馬
に
乗
っ
て
い
る
姿
の
趣
は
、
あ

の
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語（

１
３
）」
の
大
将
が
現
れ
た
か
の

よ
う
で
非
常
に
素
晴
ら
し
い
と
書
き
残
し
て
い
ま

す（
１
４
）。

『天保改正袖中京絵図』池田東籬 考正　竹原好兵衛　天保12 
［1841］1舗　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9367511
「柳原均光日次記」寛政2年11月22日条（藤井讓治・吉岡眞之 監修・

解説『天皇皇族実録（127光格天皇実録　第 2 巻）』、ゆまに書房、
2006 年<請求記号 GB77-H237>）及び「255 禁裏遷幸笠駕籠道
絵図」（『大工頭中井家建築指図集　中井家所蔵本』思文閣出版、
2003年<請求記号YP12-H3>）」掲載の道順をもとに赤字で追記。

岡崎

？（推定）

御所

仙洞御所

三条大橋
三条通

丸太町通

新烏丸丸太町上ル付近 聖護院

新
烏
丸
通

柳
馬
場
通

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9367511
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男
と
同
じ
様
に
馬
に
打
ち
乗
り

　

当
時
の
人
を
魅
了
し
た
男
装
の
女
官
・
東
豎
子
。

実
際
の
所
、
彼
女
は
ど
の
様
な
装
束
を
身
に
着
け
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
記
録
「
寛
政
遷
幸
記
」

に
は
、
女
性
の
正
装
で
あ
る
唐か

ら
ぎ
ぬ衣
・
裳も

を
身
に
着
け

つ
つ
、
男
性
の
衣
装
で
あ
る
垂

す
い
え
い
の
か
ん
む
り

纓
冠
（
後
方
に
纓
を

垂
ら
し
た
冠
）・
五
位
の
官
人
が
着
る
朱し

ゅ
ふ
つ紱
（
オ
レ
ン

ジ
色
）
の
袍ほ

う

（
上
着
）・
紫
色
の
指さ
し
ぬ
き貫
（
袴
）
を
着
用

し
て
い
る
と
あ
り
ま
す

（
１
５
）。
同
じ
く
「
京
都
御
遷
幸
之

記
」
に
は
、
唐
衣
は
紋
の
あ
る
生
地
に
上
か
ら
紋
を

施
し
た
二ふ

た
え陪
織お
り
も
の物
で
、
中
着
で
あ
る
単ひ
と
えは
青
の
幸
さ
い
わ
い
び
し菱

の
紋
、
腰
か
ら
下
に
後
方
に
ま
と
う
裳
は
米
粒
を
並

べ
た
よ
う
に
見
え
る
穀こ

め
お
り織
の
白
色
の
生
地
に
花
鳥
画

が
描
か
れ
て
い
る
と
あ
り
、
冠
は
十
代
の
若
者
が
用

い
る
透す

き
び
た
い額、
指
貫
は
紫
色
の
二
陪
織
物
、
扇
は
横
目

扇
を
持
っ
て
い
る
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
１
６
）。

　

改
め
て
確
認
す
る
と
、
纓
が
垂
れ
た
冠
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
袍
、
袍
の
袖
か
ら
見
え
る
唐
衣
及
び
指
貫
は

亀
甲
紋
の
上
に
白
色
の
紋
が
施
さ
れ
て
お
り
、
白
色

の
裳
に
は
花
や
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
扇
に
は
、
扇
面
画
や
飾
り
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
の
装
束
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
上
図
参
照
）。

　

と
こ
ろ
で
、
寛
政
遷
幸
を
描
い
た
絵
画
資
料
に
は

他
に
も
（
表
１
）
の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①垂纓冠
②飾り紐
③袍
④裳
⑤横目扇
⑥唐衣
⑦指貫

①

③

④

⑤
② →

⑥

⑦
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描かれた東豎子たち

東
豎
子
の
そ
の
後

　

そ
の
他
、
中
世
に
中
断
し
、
元
文
５
（
１
７
４
０
）

年
に
復
興
し
た
宮
中
祭
祀
・
新
嘗
祭
で
は
、
寛
政
３

（
１
７
９
１
）
年
に
神
嘉
殿
が
再
建
さ
れ
た
後
の
、
寛
政

５
（
１
７
９
３
）
年
以
降
の
記
録
に
下
級
官
人
の
娘
が

東
豎
子
と
し
て
供
奉
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す

（
１
７
）。

ま
た
、
幕
末
に
か
け
て
東
豎
子
が
描
か
れ
た
資
料
に

は
（
表
２
）
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
男
装
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

す
っ
か
り
復
活
・
定
着
し
た
よ
う
に
見
え
る
男
装

の
女
官
・
東
豎
子
で
す
が
、
江
戸
幕
府
が
倒
れ
、
明

治
２
（
１
８
６
９
）
年
３
月
７
日
に
江
戸
に
向
か
っ
た

明
治
天
皇
の
行
列
の
記
録
に
は
そ
の
姿
を
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た

（
１
８
）。

　

ま
だ
ま
だ
謎
の
多
い
東
豎
子
、
今
後
の
研
究
が
待

た
れ
ま
す
。

AB

CD

表1　寛政遷幸を描いた資料

表2　東豎子が見られる、幕末にかけ
ての行幸等を描いた資料

資料名 所蔵機関

寛政二年新造内裏
遷幸御行列図并行
列書

国立国会図書館 A

寛政御遷幸図巻 斎宮歴史博物館

光格天皇御遷幸行
列絵巻　

宮内庁書陵部図書
寮文庫 B

寛政遷幸之巻図 京都大学附属図書
館 C

天皇御遷幸御行列
之図

早稲田大学図書館

寛政造内裏遷幸之
次第

京都府立京都学・
歴彩館

寛政内裏遷幸図屏
風

ボストン美術館

資料名 所蔵機関

桜町殿行幸図 国立公文書館 D

新嘗祭図 京都府立京都学・
歴彩館

加茂両社行幸図巻 京都産業大学図書
館

＊�一部の資料を除き各館のウェブサイトや
デジタルアーカイブで閲覧可能。
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1 筑波大学附属図書館蔵「塵泥」巻1「寛政御遷幸記」。https://www.tulips.
tsukuba.ac.jp/opac/volume/998420；米・ボストン美 術 館 蔵「 寛 政 内 裏
遷幸図屏風」には、市内に押寄せた見学者の様子も詳しく描かれている。
https://collections.mfa.org/objects/24991/；https://collections.mfa.org/
objects/24992/
2 伊藤純「隠岐国駅鈴と光格天皇　歴史の転換をもたらしたモノ」『大阪歴
史博物館研究紀要』15号（2017年）<請求記号 Z71-J145>
3 服藤早苗「男装の女官東豎子」（吉村武彦 編『日本古代の国家と王権・社会』
塙書房、2014 年）<請求記号 GB161-L102>
服藤早苗「平安朝の異性装　東豎子を中心に」（『アジア遊学』210 号、2017年）
<請求記号Z71-D332>
4 斎宮歴史博物館 特集展示「馬に乗った男装の女官を描いた絵巻」を開催し
ます！（2019 年7月3日）https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11339934/ 
www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0014100132.htm（国立国会図書館内限定公
開）
5 岡本和真「寛政度御所遷幸の研究」（『神道史研究』62 巻2号、2014 年）
<請求記号 Z9-173>
6 「寛永行幸記」寛永 3 年9月6日条（藤井讓治・吉岡眞之 監修・解説『天
皇皇族実録103（後水尾天皇実録　第1巻）』、ゆまに書房、2005 年<請求記
号 GB77-H165>）。宮内庁所蔵の御物「寛永三年丙寅東福門院入内に付後水
尾天皇二条へ行幸鹵簿及徳川二代将軍秀忠上洛絵巻物」には靴を捧げて徒
歩姿で供奉する男性の姿が描かれている（山本博文『徳川秀忠（人物叢書新
装版）』吉川弘文館、2020 年<請求記号 GK199-M941> 掲載図版（p．207）
で確認）。また、聚楽第行幸を描いた、堺市博物館蔵「聚楽第行幸図屏風」・
上越市立総合博物館蔵「御所参内・聚楽第行幸図屏風」でも靴を捧げて徒
歩姿で供奉する男性の姿を確認できる（狩野博幸『秀吉の御所参内・聚楽第
行幸図屏風』、青幻舎、2010 年<請求記号 KC117-J8> 掲載の図版で確認）。
7 「忠利宿禰記」慶安 4 年2 月25日条（ 藤井讓治・吉岡眞之 監修・解説

『天 皇 皇 族実録107（後 光明天 皇実録）』、ゆまに書房、2005 年<請求記
号 GB77-H169>）、神沢杜口「翁草巻171　中御門帝遷幸御行列記」（『日
本 随 筆 大 成 』 第 3 期 第 24 巻 新 装 版、 吉川 弘 文 館、2007年<請 求 記 号 
KG294-J95>）
8 野村玄「近世における天皇の地位と正統性　大刀契・剣璽・通過儀礼及び
皇統の扱いに注目して」（『大阪大学大学院文学研究科紀要』57号、2017年）
<請求記号 Z22-276>
9 「虫鹿」（［三上景文］著・正宗敦夫校 編『地下家伝』5、日本古典全集刊行会、
1937年）https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1207798/108

「寛政 2 年刊出雲寺和泉掾版　万世雲上明鑑」（深井雅海・藤實久美子 編『近
世公家名鑑編年集成』第9 巻（天明 6 年 -寛政4 年）、柊風舎、2010 年）<請
求記号 GB13-J97>
10 国立公文書館内閣文庫蔵「新造内裡遷幸伝奏事」。嘉永7（1854）年11月、
公家・坊城俊克が公家・勧修寺顕彰（経逸の3代後の勧修寺家当主）から借
り受けて書写した旨の奥書がある。https://www.digital.archives.go.jp/das/
meta/M2017051217193934069
11 国際日本文化研究センター蔵「文政壬午（5 年）再版　平安人物志」。
http://db.nichibun.ac.jp/sp1/ja/category/heian_jinbutsu.html
12 宮 内 庁 書 陵 部 蔵「 禁 中 門 跡 女 房 補 略 」。https://doi.org/10.20730/ 
100250763/viewer/14
13 平安時代末期の物語。貴族の兄妹が、兄が女装・妹が男装のまま成人し、
妹は男性として右大将まで昇進する。最終的に元の性別に戻り、兄は関白、
妹は天皇の妻（中宮）となる。
14 京都大学附属図書館平松文庫蔵「遷幸をおがみたる記」。https://rmda.
kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00005916　4コマ目 
15 高知県立高知城歴史博物館山内文庫蔵「寛政遷幸記」。国栖景雷（聖
護院門跡家臣・漢学者）撰・山田以文（公家の吉田家家臣・国学者）校。
https://doi.org/10.20730/100103621/viewer/10
16 国立公文書館内閣文庫蔵「京都御遷幸之記」。天保13（1842）年、北川
政武（伊勢国・山田の国学者）が大中臣氏養（内宮・禰宜）から借り受けて
書写した旨の奥書がある。https://www.digital.archives.go.jp/das/image/
F1000000000000007681　17コマ目
17 下級官人・山名亮壽の娘（「柳原均光日次記」寛政5 年11月14日条・寛政
8 年11月14日条（藤井讓治・吉岡眞之 監修・解説『天皇皇族実録127（光格
天皇実録　第 2 巻）』、ゆまに書房、2006 年<請求記号 GB77-H237>）や山
口庸昌の娘（「日記案」寛政10 年11月20日条（藤井讓治・吉岡眞之 監修・
解説『天皇皇族実録127（光格天皇実録　第 2 巻）』、ゆまに書房、2006 年<
請求記号 GB77-H237>）が供奉した記録がある。
18 国立公文書館蔵「東幸発輦鹵簿ヲ定ム」『太政類典』第1編（慶応 3 年～
明治 4 年）第51巻（宮内・行幸行啓三）https://www.digital.archives.go.jp/
das/meta/M0000000000000829980
＊小見出しの出典
①海山を超て洛に来るもの幾千万そや：「塵泥」（1）、②とりかへばやの大将
出来か：「遷幸をおがみたる記」（14）、③男と同じ様に馬に打ち乗り：「寛政
遷幸記」（15）

のびー

ちーん

すその紐が…

関白・鷹司輔平の牛車

https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/opac/volume/998420
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/opac/volume/998420
https://collections.mfa.org/objects/24991/；https://collections.mfa.org/objects/24992/
https://collections.mfa.org/objects/24991/；https://collections.mfa.org/objects/24992/
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11339934/
www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0014100132.htm
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11339934/
www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0014100132.htm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1207798/108
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M2017051217193934069
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M2017051217193934069
http://db.nichibun.ac.jp/sp1/ja/category/heian_jinbutsu.html
https://doi.org/10.20730/
100250763/viewer/14
https://doi.org/10.20730/
100250763/viewer/14
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00005916
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00005916
https://doi.org/10.20730/100103621/viewer/10
https://www.digital.archives.go.jp/das/image/F1000000000000007681
https://www.digital.archives.go.jp/das/image/F1000000000000007681
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M0000000000000829980
https://www.digital.archives.go.jp/das/meta/M0000000000000829980
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ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
つ
い
に
正
式
版
公
開
へ
！

https://jpsearch.go.jp/

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
っ
て
何
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
と
連
携
し
て
、
我
が
国
が
保
有
す
る

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
メ
タ
デ
ー
タ ※

を
検

索
で
き
る
「
国
の
分
野
横
断
型
統
合
ポ
ー

タ
ル
」
で
す
。
２
０
１
９
年
２
月
に
試
験

版
が
公
開
さ
れ
、
試
験
版
へ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
て
機
能
が
改
善
さ
れ
、
今

年
２
０
２
０
年
８
月
中
に
正
式
版
が
公
開

さ
れ
る
予
定
で
す
。

誰
が
運
営
し
て
い
る
の
？

　

運
営
主
体
は
、
内
閣
府
知
的
財
産
戦
略

推
進
事
務
局
が
庶
務
を
務
め
る
「
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
推
進
委
員
会
及

び
実
務
者
検
討
委
員
会
」
で
す
。
関
係
府

省
を
は
じ
め
、
国
の
主
要
な
ア
ー
カ
イ
ブ

機
関
及
び
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
国
立
国
会
図
書
館
も
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
で
決
定
さ

れ
る
方
針
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

ア
ー
カ
イ
ブ
機
関
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、

国
立
国
会
図
書
館
が
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

運
用
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
連
携
し

て
る
の
？

　

同
じ
分
野
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
い
て
メ
タ
デ
ー
タ
の
集
約
・
標
準
化
を

行
っ
て
い
る
「
つ
な
ぎ
役
」
を
介
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
の
連

携
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
６
月

末
現
在
、
18
連
携
機
関
、
71
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
メ
タ
デ
ー
タ
約
２
，０
０
０
万
件
と

連
携
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
連
携
機
関
に
は
国
立
文
化
財
機
構

のColBase

（
文
化
財
）、
国
立
公
文
書
館

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
公
文
書
）、
人

間
文
化
研
究
機
構
のnihuIN

T

（
人
文
学
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
の

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー

チ
）
は
、
書
籍
等
分
野
の
つ
な
ぎ
役
と
し

て
、
９
機
関
、
11
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ジ
ャ

パ
ン
サ
ー
チ
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

 

ど
ん
な
機
能
が
あ
る
の
？

　

統
合
ポ
ー
タ
ル
と
し
て
の
横
断
検
索
の

仕
組
み
の
ほ
か
に
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
魅
力
を
活
か
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
ま
す
。早速見てみよう！

※コンテンツの内容や所在等について記述したデータ。
図書館の書誌データ、博物館・美術館の収蔵の目録データなど。

※正式版の
イメージ画面

https://jpsearch.go.jp/
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ギャラリー

NHK「みちしる」より「たたら製鉄」
https://jpsearch.go.jp/item/michi-D0004990163_00000

クリックするだけでジャパンサーチと連携し
ているデジタルアーカイブの魅力や広がりを
実感できるよう、特定のテーマについて画像
と解説文でコンテンツを紹介したページです。
ギャラリーの点数は現在約120点。

「日本刀」のギャラリー
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-YwWd7Gdk33D

HOW TO USE JAPAN SEARCH
基
本

編

♥

検索窓から、「製鉄」という

キーワードで横断検索して

みよう

ハートをクリックして…

画像は　

IIIF
（１）

対応

20,228 件

ヒットした！

検索結果を、資料の利用条件や

デジタルコンテンツの有無、

データベース名で絞り込めるんだね

詳細ページから連携機関の

データベースにリンク！　

動画が見られた！

日本刀に関する本、

浮世絵、写真、動画、過去の展覧

会情報などがぎっしり！

資料を選ぶと詳細ページが開いて、

その資料のメタデータや利用条件

が表示されて…

詳細ページでは、利活用データを
利用して、同じ作者の資料、同年
代の資料、同じ場所の情報を持つ
資料など、関連する資料を自動的
に表示します。

(1) International Image Interoperability Framework 国
際的な画像の相互運用のための規格
(2) RDF(3) の言語のひとつである SPARQL を用いてデー
タを提供する API（Application Programing Interface 
外部提供インターフェース）
(3) Resouce Description Framework メタデータの表現
方法の規格

https://jpsearch.go.jp/item/michi-D0004990163_00000
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-YwWd7Gdk33D
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サムネイル画像（縮小画像）やアッ
プロードした画像と似た特徴をもつ
サムネイル画像を検索することがで
きます。

お気に入りの資料やギャラリーの♥マークをクリックす
ることで自分だけの資料リストを作成できます。登録し
た資料にメモを付けたり、excel や html 形式での出力
もできます。閲覧・編集は画面右上のノートアイコンか
ら。

ジャパンサーチが集約したメタデータをSPARQL
エンドポイント

（２）

で提供。データを正規化（例：和
暦を西暦に、歴史的な地名を現在の地名にする等）
し、利活用しやすい形式に変換した「利活用デー
タ」を取得できます。利活用データを使うことで、
Europeana などの海外のポータルとの横断検索を
することもできます。

ジャパンサーチで作成したマイ
ノートやギャラリーは、html 形
式で出力でき、ウェブサイトの
パーツとしてご自身のウェブサ
イトやブログに貼り付けて公開
できます。

特定のグループやコミュニティだけがアクセスできるワークスペー
スを立ち上げ、マイノートやギャラリーを共同編集することができ
ます。
注）現在、共同編集機能のご利用は申請制です。

ア
ド

バンス

利活用データ

画像検索

マイノート

ウェブパーツ

共同編集機能（ワークスペース）

学校での調べ学習にも

使えそう！

グループワークや

共同研究がスムーズに

マイノートに登録！

RDF
（３）

!
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デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
の
関
わ
り

―
―
ま
ず
は
、
ご
自
分
の
研
究
や
専
門
の
領
域
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
と
の
関
わ
り
や
最
近
の
関
心
事
項
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

梅
林　

一
番
肩
書
が
な
い
人
間
で
す
（
笑
）。

主
な
分
野
と
し
て
は
歴
史
学
、
都
市
史
に
な

る
ん
で
し
ょ
う
か
。
都
市
の
外
形
的
要
素
か

ら
そ
の
風
景
や
生
活
史
を
復
元
し
て
い
く
際

に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
頻
繁
に
使
い
ま

す
。
一
般
市
民
の
方
向
け
の
講
座
も
多
い
で

す
。
こ
れ
（
下
図
）
は
つ
い
先
日
、
京
都
市

主
催
の
催
し
物
で
使
っ
た
地
図
で
す
が
、
全

て
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
近
世
の
町
絵
図
を
使
い
ま
し
た
。

在
野
に
近
い
立
場
で
す
の
で
、
資
料
に
対
す

る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
か
な
り
ネ
ッ
ク
で

す
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
は
そ
こ
を
ず
い
ぶ
ん

標
準
化
し
て
く
れ
そ
う
な
気
が
し
て
あ
り
が

た
い
で
す
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

出席者（右から）
梅林　秀行 氏（京都高低差崖会崖長）
田良島　哲 氏（東京国立博物館特任研究員）
大向　一輝 氏（東京大学大学院人文社会系研究科准教授）
（聞き手　徳原　直子（国立国会図書館電子情報部電子情報企画課課長補佐（当時））

座談会

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
の
未
来
の
話
を
し
よ
う

デ
ー
タ
提
供
者
、
人
文
情
報
学
の
研
究
者
、
ユ
ー
ザ
ー
と
、
異
な
る
立
場

の
お
三
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
試
験
版
の
評
価
や

今
後
の
期
待
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。（
２
０
２
０
年
３
月
４
日
実
施
）
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田
た ら し ま

良島　哲
さとし

東京国立博物館特任研究員　

レ
ク
シ
ョ
ン（

１
）

や
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ（

２
）は

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
形
に

な
っ
て
い
て
あ
り
が
た
い
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
所
蔵
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
っ

て
閲
覧
の
み
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
使

い
物
に
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
僕
に
と
っ
て

の
活
用
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ロ
ー
カ
ル
な
環
境

の
中
で
デ
ー
タ
を
二
次
的
・
三
次
的
に
加
工

し
う
る
状
態
だ
と
思
う
の
で
、
そ
の
部
分
に

つ
い
て
も
今
日
は
み
な
さ
ん
と
お
話
し
で
き

た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

田
良
島　

今
は
東
京
国
立
博
物
館
の
特
任
研

究
員
を
し
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
時
は
実
は

梅
林
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
都
市
史
を

や
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
京
都
府
庁
に
入

り
ま
し
て
、そ
の
後
文
化
庁
、ト
ー
ハ
ク
（
東

京
国
立
博
物
館
）
と
い
う
職
歴
を
経
て
い
ま

す
。
文
化
財
行
政
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
調
査
を

し
て
報
告
書
を
出
す
ん
で
す
が
、
３
０
０
部

刷
る
と
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
し
な
い
当
時
、
ま

ず
知
事
、
教
育
長
で
減
っ
て
い
く
。
本
来
必

要
な
と
こ
ろ
に
回
ら
な
い
な
と
感
じ
た
の

が
、
デ
ー
タ
の
公
開
に
つ
い
て
考
え
始
め
た

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
す
。
１
９
９
５
年

に
『
古
文
書
研
究
』
に
「
こ
れ
か
ら
は
資
料

情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
す
る
べ
き
だ
」

と
い
う
趣
旨
の
短
い
文
章（

３
）を

書
き
ま
し
て
、

そ
れ
が
最
初
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
す
。

た
ま
た
ま
２
０
０
３
年
に
ト
ー
ハ
ク
に
異
動

に
な
り
、
情
報
公
開
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
16
～
17
年
い
ま
し
た
が
、
半

分
は
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
公
開
、
残
り
半
分

は
所
蔵
品
そ
の
も
の
の
情
報
の
管
理
に
関
す

る
業
務
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
国
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
し
て
は
２
０
１
５
年

か
ら
２
０
１
９
年
ま
で
４
年
間
、
内
閣
府
の

ア
ー
カ
イ
ブ
関
係
の
会
議
体
の
メ
ン
バ
ー
を

務
め
ま
し
た
。
今
日
は
、
博
物
館
の
立
場
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
作
り
方
が
で
き
る
よ
う
に
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

大
向　

今
は
東
大
に
お
り
ま
す
が
、
昨
年
ま

で
は
国
立
情
報
学
研
究
所
で
、CiN

ii （
４
）を

は

じ
め
と
す
る
、
大
学
図
書
館
や
研
究
施
設
で

主
に
使
わ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

い
ま
し
た
。
僕
は
お
二
人
と
は
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
全
然
違
っ
て
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
か
ら
入
っ
て
き
た
人
間
で

す
。
２
０
０
０
年
代
の
初
頭
に
、
ブ
ロ
グ
と

か
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
の
世
界
に

情
報
を
出
し
て
い
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
な
流
れ
と

し
て
出
て
き
た
の
で
、
そ
れ
に
興
味
を
持
っ

て
ず
っ
と
研
究
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、

勤
め
先
が
た
ま
た
ま
学
術
情
報
を
扱
っ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
を
ど
う
く
っ
つ
け
た
ら
い
い

の
か
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、CiN

ii

な
ど
の

シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
代
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
役
割
は
す
ご
く
大

き
く
て
、
そ
の
作
り
の
良
し
あ
し
に
よ
っ
て

資
料
の
持
つ
力
を
引
き
出
せ
た
り
、
逆
に
蛇

口
を
ひ
ね
る
よ
う
に
流
れ
を
止
め
る
こ
と
も

で
き
た
り
す
る
、
あ
る
種
の
恐
ろ
し
さ
を
痛

感
し
て
き
ま
し
た
。
情
報
の
あ
り
か
に
つ
い

て
も
、昔
は
ネ
ッ
ト
に
は
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
、

リ
ア
ル
に
は
リ
ア
ル
の
情
報
が
、
と
別
々
に

考
え
る
こ
と
も
で
き
た
け
ど
、
今
は
ネ
ッ
ト

と
リ
ア
ル
の
融
合
が
進
ん
で
き
て
情
報
流
通

の
あ
り
方
を
考
え
直
す
べ
き
状
況
だ
と
思
い

ま
す
。

現
在
は
人
文
情
報
学
と
い
う
、
人
文
学
と
情

報
学
が
重
な
っ
た
領
域
に
対
し
て
研
究
教
育

活
動
を
す
る
と
い
う
立
場
に
変
わ
っ
た
の

で
、
情
報
と
人
間
の
関
わ
り
そ
の
も
の
を

テ
ー
マ
に
し
て
研
究
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
な
ぎ
役
が
出
し
て
い
く
情
報
を

ど
れ
だ
け
豊
か
に
で
き
る
か
が
鍵
だ
と
思
う
ん
で
す
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試
験
版
は
１
０
０
点

―
―
率
直
な
と
こ
ろ
、
試
験
版
の
評
価
は
仮
に

１
０
０
点
満
点
と
す
る
と
、
何
点
で
し
ょ
う
か
。

田
良
島　

 

70
点
。
プ
ラ
ス
の
要
素
は
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
異
な
る
分
野
を
横
に
つ

な
げ
る
こ
と
の
威
力
、
効
果
が
目
に
見
え
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
似
た
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、
な
か
な
か
こ

れ
は
、
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
今

回
は
、
そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
に
し
て

も
、
博
物
館
、
図
書
館
、
そ
の
他
研
究
機
関

を
と
に
か
く
横
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
く
る
と
い
う
の
が
わ

か
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
専
門
家
な
の
で
、
見
つ

か
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
と
こ
ろ

に
探
し
に
行
く
、
だ
か
ら
横
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
あ
ま
り
重
き
を
置
か
な

い
。
で
も
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
方
に
と
っ
て

は
、
そ
こ
の
壁
を
取
っ
払
う
と
、
ず
い
ぶ
ん

資
料
探
し
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
よ
う
で
、

Twitter

で
も
「
い
ろ
い
ろ
な
資
料
が
ヒ
ッ
ト

す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
嬉
し
い
反
応
が
た
く

さ
ん
出
て
い
る
。

も
う
一
つ
実
務
的
な
面
で
は
、
メ
タ
デ
ー
タ（

５
）

の
調
整
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ
（
国
立
国
会
図
書
館
）
さ

ん
に
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
の
で
、
出
す

側
が
比
較
的
楽
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン（

６
）」

に
し
て
も
、
メ
タ
デ
ー
タ
を
揃
え
な
い
と
な

か
な
か
出
せ
な
か
っ
た
。
人
手
と
か
リ
ソ
ー

ス
が
少
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
も
お
す
す
め

で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

否
定
的
な
点
と
し
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
出

所
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
今
は

特
に
デ
ー
タ
提
供
者
と
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
と

の
間
の
「
つ
な
ぎ
役
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
か

な
か
見
え
に
く
い
の
で
、
も
う
少
し
関
係
が

き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
な
作
り
に
し
た
方
が

い
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
向　

僕
は
１
０
０
点
な
ん
で
す
け
ど

（
笑
）。
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
き
た
側
か
ら
の

視
点
で
言
う
と
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
自
体

が
素
晴
ら
し
い
。
と
い
う
の
は
、
ジ
ャ
パ
ン

サ
ー
チ
は
多
く
の
人
々
に
よ
る
議
論
を
経
て

作
ら
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
。
こ
う
あ
っ
た

ら
い
い
よ
ね
、
と
い
う
絵
は
い
く
ら
で
も
描

け
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
い
ざ
本
当
に
作

ろ
う
と
す
る
と
、
と
て
つ
も
な
い
大
変
さ
が

あ
る
。
一
つ
の
組
織
の
資
料
だ
け
を
公
開
す

る
シ
ス
テ
ム
と
は
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
が
違

う
。
そ
こ
を
や
り
き
ら
れ
た
こ
と
自
体
が
す

ご
い
な
、
と
い
う
こ
と
で
１
０
０
点
で
す
。

た
だ
、
今
１
０
０
点
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

状
況
が
変
わ
れ
ば
急
に
30
点
に
な
っ
た
り

１
５
０
点
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
す
ご
く

大
変
だ
け
れ
ど
も
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
絶

え
間
な
い
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
そ
の

時
々
の
１
０
０
点
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

梅
林　

空
気
を
読
ん
で
50
点
（
笑
）。
実
は
ま

だ
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
僕
の
使
い
方
だ
と
横
断
検
索

以
上
の
価
値
が
な
い
。
横
断
検
索
し
て
一
覧

が
出
て
、
そ
こ
か
ら
先
は
個
別
個
別
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
い
く
の
で
手
間
な
ん
で

す
、
か
え
っ
て
。
こ
の
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
何
と
な
く
触
っ
て
は
い
る
ん
で
す
け
ど
、

リ
ッ
チ
に
映
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
見
か
け

と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
活
用
の
道
が
何
と
な
く

見
え
な
い
と
い
う
か
。
横
断
検
索
の
意
義
は

あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
、
報
告
書

が
引
っ
掛
か
ら
な
い
。
遺
跡
調
査
報
告
書
と

か
が
入
っ
て
い
る
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
連

携
し
て
い
な
い
の
か
な
。

大
おおむかい

向　一
い っ き

輝
東京大学大学院人文社会系研究科准教授
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―
―
ま
だ
で
す
ね
、
想
定
は
し
て
い
ま
す
が
。

梅
林　

分
野
に
よ
る
と
思
う
ん
で
す
。
僕
み

た
い
な
歴
史
畑
で
考
古
学
寄
り
の
人
間
か
ら

す
る
と
、
使
い
た
い
情
報
が
あ
ま
り
ま
だ

入
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
ね
。

―
―
弁
解
だ
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
つ
な
げ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
利
用
条
件
の
統
一

化
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ（
７
）
を
は
じ
め
、

Europeana （
８
）と
か
で
も
使
わ
れ
て
い
る
ラ
イ
セ

ン
ス
表
示
で
絞
り
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
の

は
新
し
い
こ
と
で
す
。

梅
林　

そ
こ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

つ
な
ぎ
役
と
中
間
サ
ー
ビ
ス
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

―
―
今
、
梅
林
先
生
か
ら
ど
う
使
っ
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
（
笑
）、

利
活
用
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
改
善
点
を
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

梅
林　

単
純
に
数
が
増
え
て
く
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
カ
バ
ー
す
る
範
囲
が

広
が
る
こ
と
が
第
一
か
な
と
。た
と
え
ば「
洛

中
洛
外
図
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
か

け
た
ん
で
す
け
ど
、
文
化
財
情
報
が
あ
ま
り

出
て
こ
な
い
。
ユ
ー
ザ
ー
は
サ
ー
ビ
ス
単
位

じ
ゃ
な
く
て
、「
こ
の
資
料
が
欲
し
い
」
か

ら
探
す
ん
で
す
よ
ね
。

―
―
い
ま
は
大
き
い
機
関
と
ば
か
り
つ
な
が
っ
て

い
る
か
ら
メ
リ
ッ
ト
が
正
直
見
え
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
な
が
る

べ
き
は
、
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
地
方
の
小
さ

な
機
関
な
の
か
な
と
。

梅
林　

小
さ
な
機
関
の
情
報
が
入
る
と
大
変

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
あ
と
、
個
別
個
別
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ

の
間
で
も
う
少
し
太
い
動
線
な
り
が
あ
る
と

変
わ
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

田
良
島　
「
つ
な
ぎ
役
」
が
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
に
出
し
て
い
く
情
報
を
ど
れ
だ
け
豊
か
に

で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
つ
鍵
だ
ろ
う

と
思
う
ん
で
す
。
個
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ

け
を
ず
ら
ー
っ
と
並
べ
て
い
る
状
態
だ
と
非

常
に
使
い
づ
ら
い
。
そ
こ
を
あ
る
程
度
中
間

的
に
取
り
ま
と
め
る
役
と
い
う
の
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
こ
こ
5

年
議
論
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
と
え
ば
国
立
博
物
館
は
、
最
近
ま
で
は
各

館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ト

に
あ
る
状
態
で
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の

が
３
年
前
のColBase （

９
）。

こ
れ
が
、
国
立
博

物
館
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。
デ
ー
タ
を
ま
と
め

て
使
い
や
す
く
し
よ
う
と
い
う
議
論
が
で

き
、
四
つ
の
館
の
デ
ー
タ
を
串
刺
し
で
つ
な

梅
うめばやし

林　秀
ひでゆき

行
京都高低差崖会崖長

書籍等
分野

文化財
分野

地域
アーカイブ

放送番組
分野

メディア
芸術
分野

各アーカイブ機関

つなぎ役

ジャパンサーチ

図書館、官公庁、企業、美術館・博物館、文書館、文化施設、地方公共団体等

たとえば、書籍等分野であればNDL サーチ メタデータの流れ
デジタルコンテンツの流れ

ユ
ー
ザ
ー
の
求
め
る
次
元
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

今
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
次
元
が
高
く
な
い
ん
で
す

ジャパンサーチにおける「つなぎ役」の概念図
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げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
国
立
博

物
館
だ
け
で
は
な
く
、地
方
の
博
物
館
と
か
、

財
団
の
博
物
館
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
ま

で
広
げ
て
い
け
ば
、
お
そ
ら
く
量
的
に
は
相

当
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
情
報
の
調
整
が

つ
く
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
も
使
い
や
す
い
形
、
項
目
な

り
説
明
な
り
を
揃
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
と

い
う
動
き
方
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
け
ど
。

大
向　

情
報
シ
ス
テ
ム
を
作
る
人
と
使
う
人

と
で
、
本
質
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て
く
る
流

れ
と
、
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
人
の
流
れ
が

違
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

例
え
ば
梅
林
さ
ん
が
必
要
と
さ
れ
る
資
料
の

す
べ
て
を
一
つ
の
組
織
が
持
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
中
で
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
は

組
織
同
士
の
連
携
で
情
報
を
集
め
て
い
く
。

一
方
で
、
情
報
を
見
る
人
は
組
織
と
は
別
の

く
く
り
で
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
こ
の
距
離
を
ど
う
や
っ
て
近
づ
け
た
ら

い
い
か
と
い
う
。
悩
む
し
、
答
え
は
な
い
け

ど
。

実
用
面
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
か
ら
個
別

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
動
線
は
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
戻
っ
て
く
る
方

法
、
行
き
来
す
る
こ
と
ま
で
は
整
備
で
き
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

梅
林　

話
が
戻
る
け
れ
ど
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
の
検
索
結
果
と
、
そ
こ
か
ら
先
の
所
蔵
機

関
の
ペ
ー
ジ
で
あ
ま
り
違
い
を
感
じ
な
い
。

中
間
サ
ー
ビ
ス
な
ら
で
は
の
も
の
が
欲
し
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。
注
が
い
っ
ぱ
い
付
い

て
く
る
と
か
。
た
と
え
ば
、
あ
る
文
化
財

資
料
に
対
し
て
、「
そ
れ
を
使
っ
た
論
文
で

最
も
引
用
さ
れ
た
の
は
こ
こ
で
す
よ
」
と
か

出
て
く
る
と
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
い
い
で
す
ね
。

―
―
論
文
を
連
携
対
象
に
入
れ
る
か
ど
う
か
は

け
っ
こ
う
議
論
に
な
っ
た
ん
で
す
。
入
れ
た
ら
ほ

と
ん
ど
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
（
１
０
）と
変
わ
ら
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。

大
向　

何
の
デ
ー
タ
を
入
れ
る
か
と
い
う
観

点
よ
り
は
、
何
の
た
め
に
入
れ
る
か
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
こ
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
と
、
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
流
れ
に
近
づ
い
て
く
る
と
思
う
ん
で

す
け
ど
。

私
も
論
文
検
索
を
自
分
で
使
っ
て
い
る
と
き

は
、「
こ
の
先
生
の
弟
子
の
論
文
を
教
え
て

ほ
し
い
」
と
思
う
ん
で
す
よ
。
論
文
情
報
か

ら
は
弟
子
は
わ
か
ん
な
い（
笑
）。も
ち
ろ
ん
、

共
著
者
の
情
報
か
ら
わ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
。
本
当
に
欲
し
い
の
は
そ
う
し
た
「
知

識
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
デ
ー
タ
を
丸
ご
と
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入
れ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
と
は
何
か
違
う

は
ず
な
ん
で
す
。
論
文
デ
ー
タ
を
入
れ
る
に

し
て
も
、
少
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
部
分

が
あ
る
な
ら
、
入
れ
る
価
値
も
あ
る
な
と
。

田
良
島　

丸
投
げ
み
た
い
な
ん
で
す
け
ど
、

情
報
学
的
に
解
決
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
昔
な
ら
手
作
業
で
、
た
と
え
ば
論
文
と

そ
れ
に
使
わ
れ
た
画
像
の
紐
付
け
を
や
っ
て

い
た
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、現
実
に
今
、ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
そ
れ
を
や
れ
と
言
う
の
は
無
理
で

す
。
そ
こ
は
情
報
学
的
な
解
決
手
段
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
た
ぶ
ん
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？

大
向　

ま
あ
、
で
き
ま
す
（
笑
）。
１
０
０
％

で
な
い
に
し
て
も
、
持
っ
て
い
る
資
料
の
集

ま
り
を
ど
の
よ
う
な
形
に
つ
な
ぎ
か
え
た
い

の
か
、
議
論
し
た
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
が
沢
山
出

て
き
て
、
そ
の
中
に
は
解
決
可
能
な
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
梅
林
さ
ん
の
こ
の
地
図
、
す
ご

く
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
、
ち
な
み
に
色
付
け

は
ど
う
や
っ
て
？

梅
林　

こ
れ
は
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ

（
１
１
）と

い
う
、

国
土
地
理
院
が
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
数

値
を
地
図
化
す
る
ア
プ
リ
を
使
い
ま
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
が
最
終
的
な
処
理
ま
で
や
り
ま

す
。
等
高
線
何
ｍ
以
上
は
塗
る
と
か
。

大
向　

高
い
低
い
は
古
文
書
に
記
載
さ
れ
た

情
報
で
は
な
く
て
、
衛
星
か
ら
の
デ
ー
タ
な

ん
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
で
衛

星
デ
ー
タ
を
入
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う

は
な
ら
な
い
の
か
な
。
ま
あ
な
っ
た
ら
な
っ

た
で
面
白
い
け
ど
（
笑
）。
こ
れ
が
で
き
る

ん
だ
っ
た
ら
、
雲
の
デ
ー
タ
と
合
わ
せ
て
み

よ
う
と
か
、
無
限
に
考
え
つ
く
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
。

究
極
は
、
全
然
違
う
と
こ
ろ
か
ら
新
し
い
情

報
を
持
っ
て
き
た
い
と
い
う
人
に
対
し
て
、

そ
の
機
会
を
き
ち
ん
と
提
供
で
き
る
こ
と
。

人
に
よ
っ
て
は
、
古
い
資
料
や
地
図
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
全
く
想
像
が
つ
か
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
は
そ
う
い
う
人

に
対
し
て
、
こ
こ
に
行
け
ば
こ
ん
な
の
あ
り

ま
す
よ
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。
こ
の
地
図
み
た
い

に
、
何
十
年
前
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
可

視
化
が
で
き
て
、
し
か
も
こ
れ
を
使
っ
て
街

歩
き
を
さ
れ
る
、
昔
の
人
が
聞
い
た
ら
「
何

を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
⁉
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
起
こ
せ
る
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
が

そ
う
い
う
舞
台
の
一
つ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な

と
。

梅
林　

ヒ
ッ
ト
し
た
情
報
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に

進
む
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
こ
か
ら
学
び
が

広
が
る
よ
う
な
形
で
す
ね
。
ユ
ー
ザ
ー
側
の

リ
テ
ラ
シ
ー
が
上
が
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

そ
う
で
す
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
働
き
か
け

田
良
島　

情
報
を
出
す
側
に
と
っ
て
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
と
い
う
話
は
、
行
政
的
に
言
う
と
、
公

開
す
る
こ
と
の
評
価
が
し
づ
ら
く
て
優
先
順

位
か
ら
落
と
さ
れ
る
と
い
う
側
面
が
強
い
ん

で
す
。展
覧
会
で
あ
れ
ば
何
人
入
っ
た
と
か
、

展
覧
会
批
評
で
評
価
さ
れ
た
と
か
、
見
え
や

す
い
。
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
公
開

は
何
を
指
標
に
す
る
か
が
わ
か
り
づ
ら
い
。

こ
う
い
う
使
わ
れ
方
が
さ
れ
る
ん
だ
と
い
う

究
極
は
、
全
然
違
う
と
こ
ろ
か
ら
新
し
い
情
報
を
持
っ
て
き
た
い
と
い
う
人
に
対
し
て
、

そ
の
機
会
を
提
供
で
き
る
こ
と
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フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可
視
化
さ
れ
る
と
、
必

要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
向　

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
本
当
に
大
事
で

す
。
提
供
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も

（
笑
）。
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
は
ユ
ー
ザ
ー
の

顔
は
見
え
な
い
し
、
た
だ
ア
ク
セ
ス
数
の
グ

ラ
フ
が
上
が
っ
た
、
下
が
っ
た
く
ら
い
し
か

わ
か
ら
な
く
て
。
た
だ
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

は
待
っ
て
た
ら
勝
手
に
来
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
を
残
し
て
お
い
た

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
他
の
人
が
埋

め
た
く
な
る
空
白
み
た
い
な
。
み
ん
な
が
ワ

イ
ワ
イ
盛
り
上
が
っ
て
、
や
り
た
い
な
と
思

う
人
が
勝
手
に
作
っ
て
、
そ
れ
が
ジ
ャ
パ
ン

サ
ー
チ
本
体
に
取
り
込
ま
れ
る
と
嬉
し
い
、

と
い
う
仕
組
み
。
シ
ス
テ
ム
の
作
り
の
中
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な
要
素
を
多
少
な

り
と
入
れ
る
と
よ
い
。

梅
林　

今
、た
と
え
ば
「
梅
林
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
み
た
い
な
も
の
を
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
で

作
れ
る
ん
で
す
か
？

―
―
は
い
、マ
イ
ノ
ー
ト
機
能
で
作
れ
ま
す
。
作
っ

た
も
の
をhtm

l

形
式
等
で
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
も
で

き
ま
す
。

大
向　

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
上
で
マ
イ
ノ
ー
ト

の
公
開
は
で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
？

―
―
仲
間
内
で
共
有
し
て
共
同
編
集
が
で
き
る
機

能
の
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
正
式
版

公
開
時
に「
共
同
編
集
機
能（
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
）」

を
リ
リ
ー
ス
予
定
。
た
だ
し
申
請
制
）。
研
究
者

の
方
々
と
か
使
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

梅
林　

ユ
ー
ザ
ー
は
い
る
で
し
ょ
う
。

―
―
ど
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
働
き
か
け
て

い
く
と
よ
り
有
効
で
し
ょ
う
か
。

田
良
島　

そ
れ
こ
そ
梅
林
さ
ん
が
や
っ
て
い

る
よ
う
な
小
さ
な
研
究
会
で
使
っ
て
、
そ
の

結
果
を
ど
こ
か
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
（
第
三
者

団
体
）
な
ど
に
返
し
て
い
く
と
か
。
学
会
と

か
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
か
で
で
き
た
も
の
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
「
こ
う
使
い
ま
し
た
」

と
い
う
の
が
返
っ
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
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と
、
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

大
向　

私
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
タ
ウ
ン

（
１
２
）。

よ
そ
の
地
域
で
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
ら
し

い
、う
ち
で
も
や
り
た
い
な
と
思
っ
た
時
に
、

サ
ッ
と
、
や
り
方
と
か
そ
れ
に
関
す
る
資
料

が
一
通
り
、
完
璧
じ
ゃ
な
い
に
し
て
も
揃
う

と
か
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
の
使
い
方
を
含
め

た
提
案
み
た
い
な
の
が
打
ち
出
せ
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
の
未
来

―
―
こ
れ
ま
で
出
た
意
見
で
も
構
い
ま
せ
ん
、

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
へ
の
期
待
や
今
後
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

田
良
島　

私
と
し
て
は
や
っ
ぱ
り
立
場
上
、

今
後
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
情
報
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
に
参
画
し
て

く
だ
さ
い
ね
、
と
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
そ

ら
く
特
に
公
立
館
は
、
生
き
延
び
る
意
味
で

も
必
須
だ
ろ
う
と
。

先
ほ
ど
梅
林
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に

「
見
る
だ
け
」
と
い
う
前
提
で
で
き
て
い
る

部
分
が
多
い
の
で
、
こ
れ
が
一
番
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
す
。
深
刻
な
理

由
が
あ
る
場
合
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
安
直

に
制
限
を
し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
の

が
否
め
ま
せ
ん
（
苦
笑
）。「
ま
あ
制
限
し
て

お
け
ば
い
い
だ
ろ
う
」
く
ら
い
の
感
じ
で
。

そ
れ
は
無
責
任
な
の
で
、
制
限
す
る
な
ら

ち
ゃ
ん
と
し
た
利
用
条
件
を
定
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
ト
ー
ハ
ク
は
き
ち
ん
と
詰
め
て

今
の
条
件
（CC BY

）
を
出
し
て
き
て
い
る

の
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
全
体
の
意
識
と
し
て

働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

あ
と
、
今
週
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
学
校

が
休
み
に
な
っ
て
、
教
育
向
け
の
提
供
は
大

き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。
国
立

博
物
館
だ
っ
た
ら
、
た
と
え
ば
教
科
書
に
出

て
く
る
よ
う
な
代
表
的
な
作
品
の
画
像
は
い

つ
で
も
使
え
る
、
と
い
う
の
は
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
各
地
域
の
代
表
的
な
文
化
財
み
た

い
な
も
の
も
、学
習
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

で
き
る
だ
け
手
引
き
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

集
中
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
か
と
。

大
向　

一
つ
は
、
提
供
側
も
シ
ス
テ
ム
側
も

含
め
て
、
こ
の
先
の
こ
と
は
全
然
わ
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
認
め
る
こ
と
だ

と
思
う
。
そ
も
そ
も
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、

最
初
の
２
年
間
く
ら
い
は
す
ぐ
に
理
解
さ
れ

る
と
は
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
間
は

じ
っ
と
耐
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。
２
年
経
つ

う
ち
に
、
誰
も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
使
い

方
が
き
っ
と
現
れ
る
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
が
出

て
き
た
ら
勝
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
文
化
資
源
の
ラ
イ
セ
ン
ス
検
索
エ
ン
ジ

ン
と
し
て
打
ち
出
す
方
向
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
ラ
イ
セ
ン
ス
を
手
が
か
り
に
ま
と
め
て

検
索
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
で
は
他
に
は

存
在
し
ま
せ
ん
か
ら
。

働
き
か
け
る
先
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
わ
か

り
ま
せ
ん
。た
だ
、徹
底
し
て
ア
ウ
ェ
イ
じ
ゃ

な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
の
周

り
と
か
、
博
物
館
の
周
り
と
か
を
回
っ
て
い

る
だ
け
で
は
、
驚
く
よ
う
な
使
い
方
は
出
て

こ
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
２
年
後
の

形
を
で
き
る
だ
け
先
入
観
を
持
た
ず
に
、
と

に
か
く
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
。
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た
だ
集
め
た
だ
け
で
は
出
て
こ
な
い
情
報
が

引
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
大
き
な
価
値
に

な
り
ま
す
。
弟
子
の
話
も
そ
う
だ
し
、
注
釈

と
か
、
知
識
を
新
し
い
観
点
で
見
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
も
一
つ
の
勝
ち
パ
タ
ー

ン
だ
ろ
う
な
と
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

梅
林　

検
索
で
き
る
点
数
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
、
引
っ
か
か
る
デ
ー
タ
が
増
え
て
ほ
し

い
。
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
、
い
つ
も
の

メ
ン
ツ
じ
ゃ
な
く
て
、
地
方
や
小
規
模
の
資

料
所
蔵
機
関
と
か
が
カ
バ
ー
で
き
れ
ば
い
い

な
と
。

で
も
そ
れ
は
横
断
検
索
の
み
の
話
で
、
今
日

の
お
話
の
中
で
な
る
ほ
ど
な
と
思
っ
た
の

は
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
っ
て
中
間
支
援
的
な

も
の
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
単
な
る
シ
ス
テ
ム
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

機
関
と
し
て
の
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
で
し
ょ

う
か
。
単
に
デ
ー
タ
を
総
覧
で
き
る
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
デ
ー
タ
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
働

き
か
け
た
り
す
る
よ
う
な
。
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
渋
る
と
こ
ろ
も
多
い
で

す
し
、
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
も
、
た
と
え
ば
解

像
度
が
低
す
ぎ
て
使
え
な
い
ん
で
す
よ
（
苦

笑
）。
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
う
使
う
の
か
と
い
う

こ
と
を
ど
う
リ
ア
ル
に
想
像
す
る
か
。
ジ
ャ

パ
ン
サ
ー
チ
経
由
で
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
う
関
与

し
て
く
る
か
、
ど
う
い
う
デ
ー
タ
と
ど
う
い

う
デ
ー
タ
が
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ど
こ
に
出

て
い
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
観

点
が
、
も
う
少
し
シ
ス
テ
ム
設
計
で
入
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
わ
が
ま
ま
な
意
見
で
す
け

ど
。
ユ
ー
ザ
ー
の
求
め
る
こ
と
が
高
い
ん

じ
ゃ
な
く
て
、
今
の
次
元
が
高
く
な
い
ん
で

す
よ
。
や
っ
ぱ
り
６
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
と
か
そ
れ

く
ら
い
最
低
限
で
デ
ー
タ
は
出
し
て
ほ
し

い
。
で
な
い
と
拡
大
で
き
な
い
の
で
。
せ
め

て
国
宝
だ
け
で
も
出
し
て
く
れ
（
笑
）。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
、
Ｎ
Ｄ

Ｌ
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
図
書
館
が
や
っ
て
い

る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
い
た
だ
け
れ

ば
。

田
良
島　

ま
ず
、
文
献
資
料
に
関
す
る
蓄

積
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
他
機
関
と
の
連
携
に
関

し
て
、
非
常
に
豊
富
な
実
績
を
お
持
ち
で
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
安
心
し
て
お
願
い
が

で
き
る
。
た
ぶ
ん
代
わ
っ
て
ど
こ
か
で
や
れ

と
言
わ
れ
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
話
を
現
状
で

は
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
し
ょ
う
。

自
前
の
開
発
チ
ー
ム
を
用
い
て
柔
軟
に
対
応

を
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、現
状
で
は
ベ
ス
ト
な
選
択
。
た
だ
今
後
、

将
来
的
に
全
く
別
の
タ
イ
プ
の
資
料
所
蔵
機

関
、
も
っ
と
幅
広
い
所
蔵
者
に
対
応
し
て
い

こ
う
と
い
う
時
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
い
う
組

織
が
担
う
べ
き
か
は
議
論
の
余
地
が
出
て
く

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

梅
林　

僕
も
同
じ
で
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
す
る

と
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
を
や
り
う
る
と
し
た

ら
Ｎ
Ｄ
Ｌ
さ
ん
か
国
立
公
文
書
館
か
な
と
。

高
解
像
度
で
デ
ー
タ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

で
か
つ
ラ
イ
セ
ン
ス
も
は
っ
き
り
明
示
し
て

い
る
と
い
う
２
強
な
の
で
。
信
頼
感
が
あ
り

ま
す
ね
。

大
向　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
さ
ん
は
国
立
国
会
図
書
館
法

の
前
文
に
「
真
理
が
我
ら
を
自
由
に
す
る
」

と
い
う
も
の
す
ご
い
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ
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て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、長
尾
真
元
館
長
は「
知

識
が
我
ら
を
豊
か
に
す
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
。
今
、
知
識
の
定
義
が
急
速
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
は
本
に
書
か
れ
た
情
報

が
想
定
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
本
も
、
作

品
も
、
注
釈
も
、
見
え
な
い
関
係
性
も
、
全

て
が
知
識
で
あ
る
と
い
う
世
界
に
突
入
し
て

い
っ
て
い
る
現
状
な
の
で
、
や
る
の
は
当
然

な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
と
（
笑
）。
自
信

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
そ

れ
に
尽
き
ま
す
。

―
―
は
い
！　

今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
、
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

1 https://dl.ndl.go.jp/
2 https://www.digital.archives.go.jp/
3 「史料情報の電子化とオンライン流通に関する諸問題」『古文書研究』日本古文書学会 編 ( 通号 40) 1995.3 
4 国立情報学研究所が運営する学術論文や図書・雑誌などの学術情報データベース。https://ci.nii.ac.jp/
5 コンテンツの内容や所在等について記述したデータ。図書館の書誌データ、博物館・美術館の収蔵の目録データなど。
6 文化庁が運営する日本の文化遺産についてのポータルサイト。https://bunka.nii.ac.jp/
7 著作物の適正な再利用の促進を目的として、著作者が著作物の再利用についての意思表示を手軽に行うための国際的プロジェクト。
8 EU による文化遺産のためのデジタルプラットフォーム。https://www.europeana.eu/en
9 国立博物館所蔵品統合検索システム　https://colbase.nich.go.jp/
10 https://iss.ndl.go.jp/
11 個人の開発による登山者向け 3D 地図ソフト。http://www.kashmir3d.com/index.html
12 地域の文化財や観光情報をウィキペディアに掲載している町、また掲載を行うイベント。

https://dl.ndl.go.jp/
https://www.digital.archives.go.jp/
https://ci.nii.ac.jp/
https://bunka.nii.ac.jp/
https://www.europeana.eu/en
https://colbase.nich.go.jp/
https://iss.ndl.go.jp/
http://www.kashmir3d.com/index.html


ジャパンサーチで
「蚕」を検索してみ

よう。

いろいろな資料が
ヒットしたよ！
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在宅学習で、地
域の歴史に関するこ
とについて調べて、
学校のホームページ
で発表してみませ

んか。

Google や
Yahoo! はいつ

も使っているけど、
信頼できる情報だ
けとは限らない

よね。

気になる資料の♡（ハートアイコン）をクリックすると、簡単にマイノート（9
ページ参照）に保存できたよ。

そんなときは
「ジャパンサーチ」
がおすすめニャン！

学校の先生から
メールがきたよ。

この地域では昔
養蚕がさかん
だったのよ。

へぇ～。じゃあ
蚕について調べ
てみようかな。

～ある人が国立国会図書館の

インターネットサービスで調べてみた　番外編～

ある人がジャパンサーチで
調べてみた

千蟲譜（国立国会図書館所蔵）より
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/2576061

※正式版の
イメージ画面

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2576061
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2576061


学校のホームページ
に載せていいか

条件を確認しよう。

記事にまとめた！
先生が学校のホーム
ページに公開してく

れたよ。

（絵：根
ね ご ろ

来 南）

これらは許可なくウェ
ブに載せられないけど、
見てるだけでもおもし
ろいなぁ。
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おうちからこんな
にいろんなものが
見られるんだね。

図書館も博物館も
閉まっちゃってる
もんね。

連携先のページに遷移すると
一覧を見たり、画像のダウン
ロードができるニャ。

ギャラリー「蚕」
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-
mXEw6EQ2gRj
蚕に関するいろんな絵や解説が集まった
ページ

蚕座（国立民族学博物館所蔵）
https://jpsearch.go.jp/item/
nme_mocat-H0035672

群馬県富岡市（NHK「みちしる」）
https://jpsearch.go.jp/item/
michi-D0004430099_00000

耕作図屏風（東京国立博物館所蔵）
https://colbase.nich.go.jp/
collection_item_images/tnm/
A-11152?locale=ja

次は夏休みの自由研究

でもジャパンサーチを

使ってみようかな。

ホームページで公開し
ても大丈夫だね。

蚕について　
5年○組　日本さち

PDM
自由に利用可

（パブリックド
メイン）

CC BY
クレジットを表記

すれば利用可

https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-mXEw6EQ2gRj
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-mXEw6EQ2gRj
https://jpsearch.go.jp/item/nme_mocat-H0035672
https://jpsearch.go.jp/item/nme_mocat-H0035672
https://jpsearch.go.jp/item/michi-D0004430099_00000
https://jpsearch.go.jp/item/michi-D0004430099_00000
https://colbase.nich.go.jp/collection_item_images/tnm/A-11152?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_item_images/tnm/A-11152?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_item_images/tnm/A-11152?locale=ja


は
じ
め
に

　

図
書
と
は
人
類
の
記
憶
を
保
存
す
る
社

会
的
な
手
法
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す（

１
）。

　

図
書
に
保
存
さ
れ
る
記
憶
は
我
々
が
捉

え
た
こ
の
世
界
で
あ
り
、
そ
の
保
存
は
一

般
的
に
は
、
文
字
と
い
う
記
号
の
羅
列
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
最
初
の
文
字
か
ら

最
後
の
文
字
ま
で
順
番
に
読
み
進
め
る
こ

と
で
意
味
が
生
ま
れ
、
著
者
が
捉
え
た
世

界
が
理
解
さ
れ
ま
す
。

　

図
書
の
多
く
は
い
く
つ
か
の
章
立
て
、

改
行
な
ど
を
交
じ
え
な
が
ら
文
章
が
連
続

す
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は

少
し
変
わ
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
こ
う
し
た
記
述
の
形
式
に
着
目

し
て
、
本
の
森
を
歩
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ⅰ	

数
学
的
な
記
述
形
式

　　

本
の
森
で
あ
る
図
書
館
で
は
、
利
用
者

が
本
を
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
、
図
書
分

類
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
用
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
。例
え
ば
日
本
十
進
分
類
法
で
は
、

「
技
術
」
は
「
５
」
で
、技
術
の
中
の
「
電

気
工
学
」
は
「
５
４
」
で
、
電
気
工
学
の

中
の
「
情
報
工
学
」
は
「
５
４
８
」
で
、

情
報
工
学
の
中
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
［
電

子
計
算
機
］」
は
「
５
４
８
．２
」
で
表
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
理
念
的
に
は
、
知

識
の
体
系
化
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
哲
学
者

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
１
８
８
９
～

１
９
５
１
）
の
『
論
理
哲
学
論
考
』
と
い

う
本
は
、「
短
文
の
集
積
を
、
図
書
整
理

の
よ
う
な
番
号
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
た
、

お
よ
そ
風
変
わ
り
な
構
成
を
と
っ
て
い

る（
２
）」
と
言
わ
れ
ま
す
。
冒
頭
部
分
は
次
の

と
お
り
で
す（

３
）。

一　
　
　
　

世
界
は
成
立
し
て
い
る
こ
と

が
ら
の
総
体
で
あ
る
。

一
・
一　
　

 

世
界
は
事
実
の
総
体
で
あ

り
、
も
の
の
総
体
で
は
な
い
。

本の森を歩く
第23回

記述の形式について
井田　敦彦
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一
・
一
一　

 

世
界
は
諸
事
実
に
よ
っ
て
、

そ
し
て
そ
れ
が
事
実
の
す
べ
て

0

0

0

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
定

さ
れ
て
い
る
。

一
・
一
二　

 
な
ぜ
な
ら
、事
実
の
総
体
は
、

何
が
成
立
し
て
い
る
の
か
を
規

定
す
る
と
同
時
に
、
何
が
成
立

し
て
い
な
い
の
か
を
も
規
定
す

る
か
ら
で
あ
る
。

一
・
一
三　

 

論
理
空
間
の
中
に
あ
る
諸
事

実
、
そ
れ
が
世
界
で
あ
る
。

　

こ
の
記
述
形
式
は
法
律
の
条
文
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
思
わ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
者
ス
ピ
ノ
ザ

（
１
６
３
２
～
１
６
７
７
）
の
『
エ
チ
カ
』
と

い
う
本
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い

ま
す（

４
）。

定
義

　

一　

自
己
原
因

0

0

0

0

と
は
、
そ
の
本
質
が
存

在
を
含
む
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
本
性
が

存
在
す
る
と
し
か
考
え
ら
れ
え
な
い
も

の
、
と
解
す
る
。

　

二
～
八　

（
略
）

公
理

　

一　

す
べ
て
在あ

る
も
の
は
そ
れ
自
身
の

う
ち
に
在
る
か
、
そ
れ
と
も
他
の
も
の
の

う
ち
に
在
る
か
で
あ
る
。

　

二
～
七　

（
略
）

　

定
理
一　

実
体
は
本
性
上
そ
の
変

ア
フ
エ
ク
ラ
イ
オ状

に
先
立
つ
。

　

証
明　

定
義
三
お
よ
び
五
か
ら
明
白
で

あ
る
。

…
…

　

こ
れ
は
対
象
の「
定
義
」と
自
明
な「
公

理
」
か
ら
出
発
し
て
、
一
見
自
明
で
な

い
「
定
理
」
を
導
い
て
い
く
と
い
う
幾
何

学
の
記
述
形
式
に
よ
っ
た
も
の
で
す
。
そ

の
記
述
形
式
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
数
学

者
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス
（
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
。
前

３
０
０
頃
）
の
『
原
論
』
と
い
う
本
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　

数
学
的
な
論ロ

ジ
ッ
ク理
に
よ
っ
て
世
界
を
把
握

す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
さ
ら
に
遡

さ
か
の
ぼっ

て
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
（
前

５
７
０
頃
～
前
４
９
６
頃
）
に
始
ま
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
数
学
者
・
哲

学
者
ラ
ッ
セ
ル
（
１
８
７
２
～
１
９
７
０
）

は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
つ
い
て
、「
思
想
の
分

野
に
お
い
て
は
、
わ
た
し
は
彼
ほ
ど
に
影

響
力
の
大
き
か
っ
た
ひ
と
を
、
他
に
知
ら

な
い
の
で
あ
る
…
…
彼
が
存
在
し
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
キ
リ

ス
ト
を
、
言ロ

ゴ
ス葉
と
は
考
え
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う（

５
）
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。『
聖
書
』
に

は
、「
世
の
始は

じ

め
に
、
す
で
に
言ロ
ゴ
ス葉
は
お

ら
れ
た
…
…
言ロ

ゴ
ス葉
は
神

で
あ
っ
た
…
…
一い

っ
さ
い切
の

も
の
は
こ
の
方か

た

に
よ
っ

て
出
来
た（

６
）
」
と
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、「
言
葉
」

の
集
積
で
あ
る
図
書
や

図
書
館
に
も
、
数
学
的

な
論
理
の
長
い
影
は
及

ん
で
い
ま
す
。

（エウクレイデス『原論』（『幾何学原論』））
Euclides, Elementa geometriae , VENETIIS 
[Venice]: Erhard Ratdolt, 1482< 請求記号 WA42-
81>
https://www.ndl.go.jp/incunabula/collection/
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Ⅱ	

分
岐
し
並
行
す
る
記
述
形
式

	　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
家
で
国
立
図
書
館

長
で
も
あ
っ
た
ボ
ル
ヘ
ス
（
１
８
９
９
～

１
９
８
６
）
の
「
八
岐
の
園
」
と
い
う
小

説
の
中
に
『
八
岐
の
園
』
と
い
う
本
が
出

て
き
ま
す
。
第
３
章
で
死
ん
だ
は
ず
の
主

人
公
が
第
４
章
で
生
き
て
い
る
な
ど
、
矛

盾
だ
ら
け
の
文
章
の
雑
然
と
し
た
か
た
ま

り
の
よ
う
な
こ
の
本
は
、
登
場
人
物
が
直

面
し
た
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
と
そ
の
結
末
を

網
羅
的
に
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
時

間
の
無
限
の
系
列
を
、
…
…
分
岐
し
、
収

斂
し
、
並
行
す
る
時
間
の
め
ま
ぐ
る
し
く

拡
散
す
る
網
目
を（

７
）」
描
こ
う
と
し
た
本
で

あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
作
家
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ブ
ロ
ッ

ク
マ
イ
ヤ
ー
（
１
９
７
２
～
）
の
「〈
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
〉
ル
ー
ブ
・

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
・
マ
シ
ン
で
あ
る
人
間

の
魂
」
と
い
う
小
説
は
、
主
人
公
の
人
生

最
後
の
一
日
を
描
い
た
も
の
で
す
が
、
子

ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
の
形
式
を
用

い
て
、
こ
う
し
た
分
岐
し
並
行
す
る
時
間

を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
ま
す（

８
）。

　

あ
な
た
は
以
前
に
見
か
け
た
、
ス
カ
ー

ト
を
膝
ま
で
た
く
し
上
げ
て
、
川
の
緑
色

の
水
に
足
を
踏
み
入
れ
て
渡
っ
て
い
く
女

性
の
こ
と
を
考
え
る
。

　

靴
を
履
い
て
散
歩
に
出
か
け
る
な
ら　

☞
ペ
ー
ジ
１
６
６
へ

　

家
で
静
か
な
午
前
中
を
す
ご
し
た
い
な

ら　

☞
ペ
ー
ジ
２
１
０
へ

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
ル
ー
ブ
・
ゴ
ー
ル

ド
バ
ー
グ
・
マ
シ
ン
と
は
、
ア
メ
リ
カ

の
漫
画
家
ル
ー
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ

（
１
８
８
３
～
１
９
７
０
）
が
新
聞
の
漫
画
で

描
い
た
装
置
で
、
連
鎖
的
に
作
動
す
る
複

雑
な
機
械
仕
掛
け
に
よ
っ
て
、
風
船
を
膨

ら
ま
せ
て
割
る
、
ビ
ー
玉
を
ゴ
ー
ル
さ
せ

る
な
ど
の
単
純
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る

装
置
の
こ
と
で
す
。
こ
の
小
説
の
主
人
公

（
あ
な
た
）
は
人
生
そ
の
も
の
を
一
種
の

ル
ー
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
・
マ
シ
ン
と

考
え
て
お
り
、
ビ
ー
玉
の
よ
う
に
世
界
に

転
が
り
出
て
い
く
自
分
自
身
や
、
や
が
て

最
期
の
息
を
吐
い
て
、
こ
の
装
置
の
口
か

ら
出
て
静
止
す
る
自
分
自
身
を
想
像
し
ま

す
。

　

ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
は
子
ど
も
向
け
で
す

が
、
そ
の
記
述
形
式
が
描
き
出
す
物
語
世

界
に
は
独
特
の
も
の
が
あ
る
と
い
い
ま

す
。
そ
れ
は
喩
え
る
な
ら
、「
一
つ
の
大

ま
か
な
テ
ー
マ
、
世
界
観
の
も
と
に
ま
と

め
ら
れ
た
散
文
詩
集
、
短
編
集
」
の
よ
う

だ
と
さ
れ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近
い

も
の
の
一
つ
と
し
て
、
詩
人
で
フ
ラ
ン
ス

文
学
者
の
天
沢
退
二
郎
（
１
９
３
６
～
）
の

児
童
文
学
『
闇
の
中
の
オ
レ
ン
ジ
』
が
挙

げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す（

９
）。
同
書
は
子

ど
も
の
頃
に
感
じ
た
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
、

目
的
も
な
く
直
線
的
な
連
続
性
も
な
い
世

界
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る

本
で
す
。

Ⅲ	

俯
瞰
し
接
近
す
る
記
述
形
式

	　

今
回
は
文
章
に
よ
る
記
述
形
式
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
が
、
絵
や
写
真
な
ど
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
本
も
あ
り
ま
す
。
中

で
も
絵
と
文
章
を
組
み
合
わ
せ
た
漫
画

は
、
も
は
や
子
ど
も
向
け
と
は
言
え
な
い

市
場
規
模
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
漫
画
家
の
永
野
護

（
１
９
６
０
～
）
の
『
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
物

語
』
は
、
架
空
の
太
陽
星
団
の
数
千
年
以

上
に
及
ぶ
歴
史
を
描
い
た
漫
画
で
す
が
、
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物
語
全
体
の
年
表
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ

れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
物
語

は
各
時
代
の
個
人
の
生
き
方
を
追
い
、
歴

史
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
形
で
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
古
代
中
国
の
歴
史
家
・
司

馬
遷
（
前
１
４
５
頃
～
前
86
頃
）
の
『
史
記
』

と
い
う
歴
史
書
は
、
12
の
本
紀
（
歴
代
王

朝
の
編
年
史
）、
10
の
表
（
年
表
・
系
図
）、

８
の
書
（
文
化
・
制
度
史
）、30
の
世
家
（
諸

侯
の
年
代
記
）、70
の
列
伝（
個
人
の
伝
記
）

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
表
は
読

み
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

「
司
馬
遷
が
ま
ず
最
初
に
十
表
を
制
作
し
、

絶
え
ず
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
本
紀
そ
の
他

の
執
筆
を
進
め
て
い
っ
た
と
想
像
し
て
み

る
の
も
、
あ
な
が
ち
的
は
ず
れ
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る

（
１
０
）」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
表
は
、
例
え
ば
下
の
画
像
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
ま
す（
下
の
抄
訳

（
１
１
）参
照
）。

　

す
な
わ
ち
、
上
か
ら
一
行
目
は
右
か
ら

順
に
、
黄こ

う
て
い帝
以
下
歴
代
の
帝
王
の
名
が
記

さ
れ
、
二
行
目
以
下
で
は
、
顓せ

ん
ぎ
ょ
く頊、
俈こ
く

、

堯ぎ
ょ
う、
舜し
ゅ
ん（
以
上
黄
帝
を
含
め
五
帝
）、
そ

し
て
夏
、
殷
、
周
の
歴
代
王
朝
の
、
一
行

目
の
各
帝
王
の
治
世
に
お
け
る
血
統
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
史
記
』
は
本
紀
や
表
で
政
治
史
の
基

本
的
な
枠
組
み
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

各
時
代
に
様
々
な
面
で
人
間
と
し
て
の
存

在
感
を
示
し
た
個
人
を
列
伝
で
描
写
す
る

と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
俯
瞰
し
て
接
近
す
る
、
い
わ
ば
鳥
の

目
と
虫
の
目
を
行
き
来
す
る
よ
う
な
発
想

は
、
辞
書
や
事
典
な
ど
の
図
書
館
の
参
考

図
書
に
も
（
あ
る
い
は
図
書
館
と
い
う
制

度
そ
の
も
の
に
も
）
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

『史記』巻 13　（漢）司馬遷 撰［他］　
［慶長元和年間］　https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/2544151/3

……

帝孔甲、不降の子。鬼神
を好み、淫乱にして徳を
好まず。二龍去る。

……

帝啓、有扈を伐ち、甘誓
（甘は地名、誓は戦いの

直前の誓約）を作る。

……

帝顓頊、黄帝の孫。黄帝
に起こり、顓頊に至るま
で三世、高陽と号す。

黄帝、有熊と号す。 帝王世
国号

昌意、顓頊を生む。
高陽氏たり。

黄帝、昌意を生む （黄帝
の子が昌意である）。

顓頊属

玄囂、蟜極を生む。 黄帝、玄囂を生む。 俈属

玄囂、蟜極を生む。 黄帝、玄囂を生む。 堯属

昌意、顓頊を生む。
顓頊、窮繟を生む。

黄帝、昌意を生む。 舜属

昌意、顓頊を生む。 黄帝、昌意を生む。 夏属

相土、昌若を生む。 玄囂、蟜極を生む。
蟜極、高辛を生む。

黄帝、玄囂を生む。 殷属

公劉、慶節を生む。 玄囂、蟜極を生む。
蟜極、高辛を生む。

黄帝、玄囂を生む。 周属

表の抄訳
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セ
ル
ビ
ア
の
作
家
・
文
学
史
家
ミ
ロ

ラ
ド
・
パ
ヴ
ィ
チ
（
１
９
２
９
～
２
０
０
９
）

の
『
ハ
ザ
ー
ル
事
典
』
は
、
歴
史
上
か
ら

姿
を
消
し
た
謎
の
民
族
ハ
ザ
ー
ル
に
関
す

る
事
典
の
形
式
を
と
っ
た
小
説
で
、
通
読

せ
ず
に
読
み
た
い
項
目
だ
け
を
読
む
こ
と

も
で
き
ま
す
し
、
あ
る
項
目
か
ら
別
の
項

目
を
参
照
し
な
が
ら
、
物
語
を
好
き
な
順

序
で
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
同
じ

著
者
の
『
帝
都
最
後
の
恋
』
は
、
巻
末
付

録
の
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
シ
ャ
ッ
フ
ル

し
、
出
た
カ
ー
ド
の
順
に
対
応
す
る
章
を

読
ん
で
い
く
こ
と
も
で
き
る
小
説
、『
風

の
裏
側
』
は
裏
表
紙
が
な
く
、
二
つ
の
表

紙
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
る
二
つ
の
物
語
が

本
の
真
ん
中
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
小

説
で
す
。
本
の
真
ん
中
に
は
海
を
思
わ
せ

る
青
い
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

（
１
２
）。

Ⅳ	

記
述
し
な
い
記
述
形
式

　

前
章
の
最
後
で
述
べ
た
『
風
の
裏
側
』

と
い
う
小
説
は
、「
ヘ
ー
ロ
ー
と
レ
ア
ン

ド
ロ
ス
の
物
語
」
と
い
う
副
題
が
示
す
よ

う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
悲
恋
物
語
を
下

敷
き
に
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
和
歌
に

は
有
名
な
古
歌
の
一
部
を
用
い
て
作
歌

し
、
取
っ
た
古
歌
の
世
界
を
自
歌
の
背
景

と
す
る
こ
と
で
、
歌
に
奥
行
き
を
与
え
る

本
歌
取
り
と
い
う
技
法
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
字
数
の
制
約
を
逆
手
に
取
っ
た
技
法

と
も
言
え
ま
す
。
俳
句
は
そ
の
短
さ
ゆ
え

に
、
省
略
を
巧
み
に
す
る
と
い
う
こ
と
が

言
わ
れ
て
い
ま
す

（
１
３
）。

　

一
般
に
、
意
を
尽
く
そ
う
と
す
れ
ば
記

述
は
長
く
な
り
ま
す
。
で
は
、
俳
句
の
よ

う
に
記
述
を
短
く
す
る
こ
と
の
意
味
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ベ
ル
ク

ソ
ン
（
１
８
５
９
～
１
９
４
１
）
は
分
析
と

直
観
を
区
別
し
ま
す
。
分
析
と
は
、
あ
る

物
を
文
字
な
ど
の
記
号
に
翻
訳
し
て
一
歩

離
れ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
「
そ
の
物
の
ま
わ
り
を
回
る
こ
と
」

で
、意
を
尽
く
そ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
そ
の
物
の
ま
わ
り
を
ぐ

る
ぐ
る
回
り
、
記
述
は
無
限
に
長
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
直
観
と
は
、
我
々
を

あ
る
物
の
内
部
に
移
し
入
れ
て
こ
の
物
に

我
々
を
一
致
さ
せ
る
共
感
を
い
い
、「
そ

の
物
の
な
か
に
入
る
こ
と
」
と
さ
れ
ま

す（
１
４
）。

　

こ
の
「
直
観
」
は
分
か
り
に
く
い
で
す

が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
考
え
方
と
日
本
の
思

想
（
特
に
禅
と
い
う
形
で
の
仏
教
の
思

想
）
に
は
、「
共
通
の
精
神
が
存
す
る
こ

と
は
か
く
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
二

つ
の
間
の
本
質
的
親
和
性
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
ぬ
…
…
こ
の
類
似
性
は
、
相
互

に
類
似
の
直
観
の
方
法
を
採
る
こ
と
か
ら

生
じ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す

（
１
５
）。

　

禅
の
公
案
（
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
る

問
題
）
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
ま
す
。「
風
穴
和
尚
は
、あ
る
と
き
僧
に
、

「
こ
と
ば
も
沈
黙
も
、
所
詮
は
実
在
の
半

面
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す

が
、
語
っ
て
も
黙
し
て
も
実
在
そ
の
も
の

に
通
じ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、「
い
つ
も
懐
し
く

憶
い
出
す
の
だ
が
、
江
南
は
春
三
月
と
も

な
る
と
、
鷓し

ゃ
こ鴣
が
鳴
き
、
百
花
が
咲
き
乱

れ
る
の
だ
」
と
い
う
杜
甫
の
詩
を
も
っ
て

答
え
ら
れ
た

（
１
６
）」。

　

俳
人
・
種
田
山
頭
火
（
１
８
８
２
～

１
９
４
０
）
に
次
の
句
が
あ
り
ま
す
。「
言

葉
が
解
ら
な
い
隣
り
に
を
る

（
１
７
）」。

　

一
人
の
顔
、
一
つ
の
場
面
な
ど
が
、
一

冊
の
本
以
上
に
意
味
を
喚
起
す
る
こ
と
が
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あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
本
や
言
葉
の
時
系
列

的
な
記
述
に
対
し
、
並
列
的
で
同
時
的
な

記
述
で
す
が
、
そ
の
方
が
我
々
の
記
憶
の

在
り
方
に
よ
り
近
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

お
わ
り
に

　

図
書
館
は
、
人
類
の
記
憶
を
保
存
し
た

図
書
を
、
生
き
て
い
る
個
人
の
意
識
に
還

元
す
る
社
会
的
な
装
置
の
一
つ
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

（
１
８
）。

　

そ
れ
は
実
用
的
な
知
識
が
得
ら
れ
る
場

所
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
数
の
記
憶
を
渉

猟
し
、
自
分
な
り
に
再
構
成
し
て
思
い
を

め
ぐ
ら
す
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。

　

我
々
は
自
ら
本
は
書
か
な
い
に
し
て

も
、
自
分
と
他
人
の
多
数
の
記
憶
を
も
と

に
、
自
分
な
り
の
記
述
の
形
式
で
世
界
を

理
解
し
、
一
生
を
終
え
ま
す
。

　

図
書
や
図
書
館
は
そ
の
寓
意
の
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。
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複
写
貸
出
係
は
複
写
と
貸
出
を
す
る
係
、

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

遠
隔
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
４
つ
の
お
仕
事

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

ま
れ
た
複
写
物
を
提
供

す
る
「
遠
隔
複
写
」、
２

つ
目
が
公
共
図
書
館
な

ど
に
本
を
貸
し
出
す
「
図

書
館
間
貸
出
し
」、
そ
し

て
３
つ
目
が
、
一
番
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
開
で
な
い
画
像
を
図

書
館
に
送
信
す
る
「
図

書
館
送
信
」
で
す
。

４
つ
目
は
？

こ
の
３
つ
を
支
え
て
い

る
登
録
制
度
で
す
ね
。

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

に
し
て
も
、
個
人
で
あ
っ

て
も
図
書
館
で
あ
っ
て

も
、な
ん
ら
か
の
登
録
が
必
要
な
ん
で
す
。

比
重
と
し
て
は
遠
隔
複
写
が
と
て
も
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。
図
書
館

送
信
も
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
図
書
館
間
貸
出
し
は
図
書
館
送
信
が

増
え
て
き
て
い
る
の
も
あ
っ
て
、
減
少
傾

向
で
す
。

図
書
館
送
信
は
申
請
を
許
可
す
る
お
仕
事

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
使
う
中
で
シ
ス
テ

ム
が
う
ま
く
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
が

け
っ
こ
う
あ
っ
て
。
当
館
側
の
シ
ス
テ
ム

も
向
こ
う
側
の
シ
ス
テ
ム
も
。
よ
く
問
合

せ
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き
ま
す
。
急
に
見

ら
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
と
か
。
経

験
豊
富
な
非
常
勤
さ
ん
が
対
応
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
た
い
で
す
ね
。
図

書
館
送
信
は
は
じ
ま
っ
て
６
年
ぐ
ら
い
で

す
が
、
か
な
り
浸
透
し
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

今
１
，１
０
０
館
ち
ょ
っ
と
で
す
ね
。
順

調
に
増
え
続
け
て
い
る
感
じ
で
す
。

複
写
も
実
作
業
は
と
て
も
多

そ
う
で
す
が
、
業
者
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
る
ん
で
す

か
？

大
部
分
は
業
者
さ
ん
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
遠
隔
複
写
の

流
れ
と
い
う
の
は
、
利
用
者

の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
む
と
、
こ
ち
ら
で
は

申
込
み
の
内
容
が
紙
に
印
刷
さ
れ
る
よ
う

に
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
持
っ
て
書
庫

に
本
を
取
り
に
行
っ
て
、
利
用
者
の
方
の

代
わ
り
に
「
あ
あ
、
こ
の
人
は
こ
こ
が
ほ

し
い
ん
だ
な
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
と

い
う
作
業
を
「
特
定
」
と
呼
ん
で
ま
す
。

業
者
さ
ん
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
め
で
た

く
特
定
で
き
た
ら
次
は
い
よ
い
よ
複
写
、

そ
れ
か
ら
請
求
書
を
作
っ
た
り
と
か
、
そ

れ
を
ま
た
別
の
業
者
さ
ん
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

い
ろ
ん
な
お
仕
事
を
、
ま
る
で
工
場
み
た

い
に
た
く
さ
ん
回
し
て
い
る
と
い
う
感
じ

で
す
ね
。
加
藤
さ
ん
は
工
場
長
。

（
笑
）
工
場
、
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な 加藤 大地　関西館 文献提供課 複写貸出係長

平成19（2007）年4月　総務部　情報システム課　総括係
平成19（2007）年10月　総務部　情報システム課　システム第二係
平成21（2009）年4月　関西館　文献提供課　複写貸出係
平成24（2012）年4月　　〃　総務課　総務係
平成28（2016）年10月　〃　文献提供課　複写貸出係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

聞き手：総務課編集係
令和2（2020）年3月23日インタビュー

no.7

動きが止まることなく回転していくイメージは、たしかに工場であり、車の運転のようですね
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い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
例
え
は
初
め
て
聞

い
た
気
が
し
ま
す
け
ど
、
動
き
が
止
ま
る

こ
と
な
く
回
転
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
は
、

ピ
ッ
タ
リ
き
ま
す
ね
。

工
場
長
の
下
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
有
能
で
す
。
業
者
さ
ん
も
そ
う

だ
し
、
非
常
勤
さ
ん
も
そ
う
だ
し
、
８
人

い
る
職
員
も
そ
う
だ
し
。

関
西
館
っ
て
、
開
館
し
た
当
初
は
遠
隔

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
銘
打
っ
て
は
い
た
け

れ
ど
も
、
遠
隔
複
写
も
申
込
み
の
数
で
い

え
ば
東
京
の
方
が
ま
だ
多
か
っ
た
。
資
料

自
体
が
東
京
に
圧
倒
的
に
あ
っ
た
か
ら
無

理
も
な
い
ん
で
す
け
ど
。
で
も
ね
、
今
は

逆
な
ん
で
す
よ
。
こ
こ
し
ば
ら
く
の
間
、

関
西
の
方
が
東
京
本
館
で
処
理
す
る
件
数

よ
り
も
多
い
の
が
続
い
て
い
ま
す
。

名
実
と
も
に
遠
隔
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

な
っ
た
ん
で
す
ね
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
は
関
西
館
で
は
ど
う
で
す
か
？　

東
京
本
館
と
子
ど
も
は
３
月
５
日
か
ら
来

館
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
し
た
が（

１
）。

ま
ず
来
館
の
お
客
さ
ん
は
増
え
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
周
り
が
閉
館
し
て
い

る
か
ら
、
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
探
し
た

ら
、
関
西
館
に
た
ど
り
着
い
た
と
。
あ
と

遠
隔
複
写
も
や
っ
ぱ
り
増
え
ま
し
た
。

東
京
本
館
が
休
止
し
た
ら
ぐ
わ
っ
と
増
え

た
感
じ
で
す
か
？ 

２
日
間
く
ら
い
、
本
当
に
ぐ
わ
っ
と
増
え

た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
と
は
、
じ
わ
じ

わ
と
。
だ
か
ら
今
、
忙
し
い
ん
で
す
よ
。

人
手
を
急
に
増
や
せ
る
わ
け
で
も
な
く
、

に
わ
か
仕
立
て
は
ち
ょ
っ
と
無
理
だ
し
。

け
っ
こ
う
み
な
さ
ん
、
し
ん
ど
い
中
、
頑

張
っ
て
く
れ
て
ま
す
ね
。

◆　

◆　

◆

以
前
に
複
写
貸
出
係
に
い
ら
し
た
の
が
10

年
く
ら
い
前
で
す
が
、
変
化
は
あ
り
ま
す

か
？　

そ
の
時
は
係
員
で
、
今
係
長
さ
ん

で
す
が
、
工
場
長
と
し
て
み
ん
な
に
目
配

り
し
た
り
と
か
。

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
あ
り
ま
す
ね
。
係
長
っ

て
、
現
場
と
、
も
う
少
し
上
の
政
策
的
な

こ
と
を
考
え
て
る
人
を
つ
な
ぐ
立
場
だ
と

思
う
の
で
。
あ
ん
ま
り
「
上
」「
下
」
っ

て
好
き
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う
人
た

ち
の
考
え
を
私
な
り
に
理
解
し
て
伝
え
る

こ
と
も
あ
る
し
、
逆
に
現
場
の
、
工
場
の

声
を
上
の
人
と
共
有
す
る
。
ど
の
係
長
さ

ん
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
。
特
に
こ

こ
は
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
人
と
一
緒
に
お

仕
事
し
て
る
の
が
特
色
で
す
ね
。

入
館
当
初
は
東
京
で
情
報
シ
ス
テ
ム
課
に

２
年
い
ら
し
た
ん
で
す
ね
。
シ
ス
テ
ム
に

お
強
い
の
で
す
か
？

ま
っ
た
く
（
苦
笑
）。
人
事
課
長
に
「
あ

な
た
の
配
属
は
情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
す
」

と
言
わ
れ
た
と
き
、
間
違
え
た
の
か
し
ら

と
（
笑
）。
総
務
省
の
研
修
な
ん
か
も
活

用
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
を
学
ば
せ
て

も
ら
え
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。
今

で
も
結
局
、
業
務
の
基
盤
に
シ
ス
テ
ム
が

常
に
寄
り
添
っ
て
い
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

課
題
が
あ
る
と
き
と
か
、
最
初
の
経
験
は

確
実
に
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
の
あ
と
関
西
館
の
複
写
貸
出
係
、
そ
し

て
関
西
館
の
総
務
係
。
総
務

係
は
い
ろ
ん
な
人
と
会
う
こ

と
が
多
そ
う
で
す
ね
。

ツ
ア
ー
と
か
見
学
で
関
西
館

に
来
て
も
ら
っ
た
人
た
ち
に

関
西
館
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
と
い
う
の
は
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
展
示

と
か
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
し
、

広
報
対
応
と
か
も
あ
り
ま
し

た
。

近
隣
の
機
関
の
方
と
会
っ
た
り
と
か
？

そ
う
で
す
ね
。
市
民
公
開
講
座
っ
て
今
で

も
続
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
関

西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機
構
さ
ん
や

大
学
と
の
共
催
と
い
う
形
で
。
事
前
の
準

備
と
か
、
懐
か
し
い
で
す
ね
。

最
初
の
二
部
署
ぐ
ら
い
は
、毎
日
必
死
で
、

時
々
利
用
者
さ
ん
に
怒
鳴
ら
れ
た
り
し

て
（
苦
笑
）。
総
務
係
か
ら
か
な
、
そ
れ

な
り
に
「
楽
し
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
仕
事
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ

ベ
ン
ト
の
対
応
と
か
、
や
っ
て
い
る
と
き

は
め
っ
ち
ゃ
大
変
な
ん
で
す
よ
ね
。
い
ろ

ん
な
人
の
思
惑
の
間
で
動
く
、
事
務
方
っ

て
そ
う
い
う
も
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
振
り

返
っ
て
み
れ
ば
、
何
百
人
も
来
ら
れ
る
イ

複写箇所の特定等で難しいものの判断を職員が行います。

（１）インタビュー後の4月11日、関西館の来館サービスが休止、遠隔複写も4月15日受付

をもって休止しました。その後、5月20日に遠隔複写の受付を再開、6月４日に来館サービ

スも再開しました。
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ベ
ン
ト
が
無
事
終
わ
っ
て
、
先
生
も
聞
い

た
人
も
満
足
し
て
帰
ら
れ
て
、
あ
あ
よ

か
っ
た
な
、
と
。

◆　

◆　

◆

入
館
前
は
車
の
営
業
を
し
て
お
ら
れ
た
と

か
。

す
ぐ
に
辞
め
た
ん
で
す
（
笑
）。
向
い
て

な
く
て
。
車
が
好
き
で
就
職
し
た
ん
で
す

け
ど
、
も
ち
ろ
ん
車
は
今
も
好
き
な
ん
で

す
け
ど
、
仕
事
を
ち
ょ
っ
と
軽
々
し
く
選

び
す
ぎ
た
な
と
。

で
、
一
念
発
起
し
て
、
外
務
省
の
専
門
職

員
試
験
を
受
け
た
ん
で
す
。
語
学
の
専
門

家
と
し
て
、外
交
官
を
支
え
る
仕
事
で
す
。

大
学
で
学
ん
だ
ス
ペ
イ
ン
語
を
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
。

そ
も
そ
も
ス
ペ
イ
ン
語
を
勉
強
さ
れ
よ
う

と
思
っ
た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

大
学
を
受
け
る
と
き
に
外
国
語
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
、
で
も
英
語
は
高
校
ま
で

や
っ
て
い
た
し
、
自
分
で
勉
強
す
る
道
も

あ
る
だ
ろ
う
と
。
ス
ペ
イ
ン
語
は
多
く
の

国
で
話
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
い
い

か
、
と
わ
り
と
安
直
に
。

で
も
学
ん
で
み
た
ら
、
ス
ペ
イ
ン
語
に
愛

着
が
？　

職
員
向
け
の
新
人
自
己
紹
介
文

に
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
チ
ャ
ー
ド（

２
）の

岬
に

関
す
る
詩
を
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

だ
い
た
い
私
の
職
業
で
も
学
業
で
も
、
す

ん
な
り
行
っ
た
こ
と
は
１
回
も
な
い
で
す

ね（
苦
笑
）。何
回
か
挫
折
し
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
こ
そ
、
す
れ
す
れ
の
岬
の
へ
り
ま
で

行
っ
て
、強
い
潮
風
に
当
た
っ
て
、「
あ
あ
、

い
か
ん
！
」
と
戻
っ
て
く
る
み
た
い
な
。

で
も
そ
の
た
び
ご
と
に
不
思
議
な
ん
で
す

け
ど
、
ス
ペ
イ
ン
語
へ
の
思
い
は
、
実
際

に
勉
強
し
て
い
た
こ
と
と
は
別
に
、
深
ま

る
ん
で
す
よ
。

今
で
も
ス
ペ
イ
ン
語
の
本
を
読
ま
れ
た
り

し
ま
す
か
？

な
か
な
か
時
間
が
取
れ
な
い
ん
で
す
け

ど
、
読
み
た
い
と
い
う
思
い
は
常
に
あ
り

ま
す
ね
。

で
、
外
務
省
を
受
け
た
結
果
は
…
…
？

二
次
選
考
で
落
ち
ま
し
た
。
で
ね
、
国
立

国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
の
試
験
と
い
う

の
が
、
外
務
省
の
試
験
と
全
く
同
じ
科
目

で
受
験
で
き
る
ん
で
す
よ
。
今
も
そ
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
準
備
を
し
て
お

け
ば
、
あ
っ
ち
も
こ
っ
ち
も
と
い
う
。
そ

れ
で
、
こ
っ
ち
は
受
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
効
率
の
良
い
受
験
が
あ
る
と
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
！
（
笑
）

受
か
っ
て
み
て
、
当
時
ま
だ
結
婚
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
妻
の
両
親
か
ら
は
、

外
務
省
に
行
く
よ
り
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
断

然
い
い
っ
て
（
笑
）。
外
務
省
だ
と
な
か

な
か
日
本
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い
ら
し
い

の
で
。

な
る
ほ
ど
。
名
古
屋
ご
出
身
と
の
こ
と
で

す
が
最
初
以
外
は
ず
っ
と
関
西
館
勤
務
な

の
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
…
…

そ
う
な
ん
で
す
、
妻
の
実
家
が
あ
る
広
島

に
近
い
か
ら
な
ん
で
す
。
入
館
１
年
目
の

冬
に
双
子
を
授
か
っ
て
、
無
事
に
生
ま
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の

で
、
ぜ
ひ
関
西
館
に
行
か
せ
て
く
だ
さ
い

と
上
司
に
相
談
し
て
。
預
け
る
と
か
、
来

て
も
ら
う
と
か
、
関
西
だ
か
ら
何
と
か
子

育
て
で
き
た
の
か
な
と
。あ
と
も
う
１
人
、

こ
っ
ち
に
来
て
か
ら
さ
ら
に
生
ま
れ
て
、

み
ん
な
女
の
子
で
鳥
か
ご
み
た
い
な
毎
日

で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ち
な

み
に
、
ス
ト
レ
ス
解
消
は
や
は
り
車
の
運

転
で
す
か
？　

素
敵
な
車
を
お
持
ち
だ
と

か
。　

ず
っ
と
輸
入
車
に
乗
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
妻
か
ら
し
た
ら
非
難
の
的
で
。
国
産

車
と
ど
こ
が
違
う
の
っ
て
（
苦
笑
）。
金

食
い
虫
だ
し
、
し
か
も
今
の
車
は
黒
く
て

目
立
つ
し
、
大
き
く
て
扱
い
に
く
い
し
。

７
人
乗
り
な
ん
で
す
が
、
実
家
帰
る
と
両

親
入
れ
て
７
人
、
去
年
の
10
連
休
に
、
私

の
親
と
妻
の
親
、
そ
れ
ぞ
れ
別
口
で
す
け

ど
旅
行
に
行
け
た
の
で
、
良
か
っ
た
な
、

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

す
ご
く
家
族
思
い
で
す
ね
。
そ
し
て
車
が

本
当
に
お
好
き
な
ん
で
す
ね
。

ド
ラ
イ
ブ
楽
し
い
で
す
よ
。
小
さ
い
と
き

か
ら
メ
カ
が
好
き
か
と
い
う
と
、
全
然
そ

ん
な
こ
と
な
い
し
、
今
も
分
解
と
か
改
造

と
か
も
し
な
い
ん
で
す
が
、
運
転
そ
の
も

の
が
楽
し
い
で
す
。

こ
じ
つ
け
で
す
け
ど
、
車
を
運
転
す
る
こ

と
と
、
今
「
工
場
」
を
運
営
し
て
い
る
こ

と
と
ち
ょ
っ
と
似
て
い
る
の
で
は
？

も
し
か
し
た
ら
似
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
見
る
と
か
、

１
個
の
感
覚
だ
け
じ
ゃ
な
い
感
覚
で
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
と
か
、
そ
う
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
目
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
手
も
、

頭
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
体
も
、
と
か
。

あ
、
あ
と
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と
い
え
ば
、

飼
い
猫
が
２
匹
い
る
ん
で
す
よ
。
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
姉
妹
で

（2）Antonio Machado（1875-1939）。スペインの詩人。「98年世代」（1898年の米西

戦争の敗北を何らかのかたちで創作の契機とした作家の一群）を代表する一人。
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す
。
猫
っ
て
、
何
そ
れ
っ
て
い
う
、
動
き

す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
間
合
い
と
か
、

踵
の
返
し
方
と
か
。

わ
か
り
ま
す
！　

見
て
い
て
飽
き
な
い
で

す
よ
ね
。

◆　

◆　

◆

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
ど
う
な
っ

て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
も
し
く

は
自
分
の
や
っ
て
い
る
お
仕
事
を
こ
う
し

た
い
な
、
と
か
。

最
初
は
、
大
上
段
に
構
え
た
考
え
っ
て
い

う
の
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、

10
年
ち
ょ
っ
と
過
ご
し
て
み
て
、
ち
ょ
っ

と
違
っ
た
感
じ
方
、
仕
事
の
仕
方
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
慎
ま

し
や
か
、
控
え
め
な
、
そ
う
い
う
お
仕
事

を
自
分
と
し
て
は
し
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
。
生
き
方
は
本
当
に
一
人
一
人
だ

と
思
う
か
ら
。
一
人
一
人
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
か
と
言
っ
た
ら
、
そ
こ
で
そ
の
人
が

ど
う
し
ま
す
か
、
と
い
う
の
が
問
わ
れ
て

い
る
と
思
う
ん
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を

四
六
時
中
考
え
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で

す
け
ど
、
お
り
お
り
、
倫
理
的
な
問
い
と

い
う
か
、
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
そ
う

で
す
け
ど
、
時
の
過
ご
し
方
と
し
て
、
自

分
自
身
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
あ
ん
ま

り
す
っ
き
り
す
る
言
葉
が
な
い
で
す
が
。

言
葉
に
す
る
と
違
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
で
す
か
？

で
も
言
葉
を
使
う
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

言
葉
で
し
か
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

け
ど
、
ま
た
、
そ
う
い
う
言
葉
で
表
現
さ

れ
た
も
の
を
も
の
す
ご
く
膨
大
に
持
っ
て

い
る
の
が
我
々
の
図
書
館
で
す
け
ど
、
そ

れ
で
全
部
じ
ゃ
な
い
。
人
の
生
き
方
は
す

べ
て
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

な
ん
か
詩
人
で
す
ね
。

だ
か
ら
「
真
理
が
我
ら
を
自
由
に
す
る
」

と
い
う
の
は
、
確
か
に
そ
う
だ
な
っ
て
思

う
け
ど
、
自
分
は
ど
う
で
す
か
、
あ
な
た

は
ど
う
で
す
か
、
と
聞
か
れ
た
ら
、
そ
う

い
う
大
き
な
枠
の
話
よ
り
も
、
自
分
に

と
っ
て
、
誰
か
一
人
に
と
っ
て
、
ど
う
な

の
か
。
そ
の
人
の
人
生
で
、
私
の
人
生

で
、
い
い
本
一
冊
と
の
出
会
い
が
あ
る
の

か
ど
う
か
。
そ
の
日
そ
の
時
、
今
の
相
手

と
、
そ
の
時
の
誰
で
あ
れ
、
利
用
者
の
方

だ
っ
た
り
同
僚
だ
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
人
じ
ゃ
な
か
っ
た

り
も
す
る
の
か
な
、
そ
こ
を
ど
う
過
ご
す

か
。
あ
と
は
や
っ
ぱ
り
家
族
で
す
ね
、
私

に
と
っ
て
は
。
家
族
は
と
て
も
大
切
だ
な

と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
、
猫
含
む
。

え
え
、
猫
を
含
み
ま
す
。

◆　

◆　

◆

（
６
月
24
日
追
記
）

そ
の
後
、
遠
隔
複
写
の
受
付
は
休
止
に
な

り
、
一
か
月
ぐ
ら
い
し
て
復
活
し
ま
し
た

が
（
29
ペ
ー
ジ
の
注（
１
）参
照
）、
工
場

は
ど
ん
な
様
子
で
す
か
。

休
止
後
し
ば
ら
く
し
て
全
て
の
申
込
み
が

発
送
さ
れ
、
人
気
も
な
く
し
ん
と
静
ま
り

返
っ
た
事
務
室
で
、
不
意
に
お
と
ず
れ
た

休
息
に
戸
惑
う
「
工
場
」
の
長
い
長
い

た
め
息
を
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
工
場
長
の
白
昼

夢
…
…
そ
の
後
再
び

「
工
場
」
に
火
が
入

り
、
今
は
夢
見
る
暇

も
あ
り
ま
せ
ん
。

（上）展示の仕事で解題を執筆した、フランス文学者

渡辺一夫の『フランソワ・ラブレー研究序説』。古本

を私物として入手し、今も机の上に。

（下）三毛猫姉妹ウメちゃんとシャケちゃん。
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東
京
の
町
は
新
陳
代
謝
が
激
し
い
。
特
に

都
心
で
は
新
し
い
建
物
が
目
に
つ
く
一
方
、

江
戸
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
や
大
正
、
昭

和
初
期
の
民
家
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
。
世
代
を
超
え
受
け
継
が
れ
る
建
物
が
わ

ず
か
な
東
京
で
、
過
去
と
現
在
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
機
会
は
そ
う
多
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
都
内
の
貴
重
な
建
物
を
移
築
し
た

施
設
が
、
東
京
都
小
金
井
市
の
江
戸
東
京
た

て
も
の
園(

以
下「
た
て
も
の
園
」)

で
あ
る
。

本
書
は
同
市
を
拠
点
と
し
、
た
て
も
の
園
と

も
繋
が
り
の
深
い
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
が
企
画

編
集
し
た
も
の
だ
。
藤
森
照
信
の
解
説
を
軸

に
宮
崎
駿
や
高
畑
勲
ら
の
対
談
、
住
人
の
証

言
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
、
案
内
書
と
い
う

よ
り
読
み
物
と
呼
ぶ
方
が
ふ
さ
わ
し
い
一
冊

で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
携
わ
っ
た

前
川
國
男
の
私
邸
な
ど
、
た
て
も
の
園
に
は

有
名
建
築
家
の
作
品
や
著
名
人
の
邸
宅
も

あ
る
が
、
移
築
物
の
多
く
は
一
般
の
民
家

だ
。
神
田
に
あ
っ
た
花
市
生
花
店
（
昭
和
２

（
１
９
２
７
）
年
築
）
は
平
坦
な
正
面
を
銅

板
等
で
飾
っ
た
看
板
建
築
と
呼
ば
れ
る
類
の

建
物
で
、
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
が
目
を
引
く
。

し
か
し
華
や
か
な
外
観
と
は
裏
腹
に
、
江
戸

の
雰
囲
気
が
残
る
和
室
の
居
間
は
た
っ
た
の

２
畳
。
か
つ
て
下
町
で
は
店
の
空
間
確
保
の

た
め
に
台
所
を
潰
す
例
も
あ
っ
た
と
い
い
、

こ
の
間
取
り
は
当
時
の
生
活
を
伝
え
る
貴
重

な
資
料
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
同
時
期
（
大

正
14
（
１
９
２
５
）
年
）
に
西
片
に
建
っ
た

小
出
邸
は
応
接
間
に
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
が
置

か
れ
、
生
活
空
間
ま
で
洋
風
化
が
進
ん
で
い

る
。
建
築
の
経
緯
や
家
庭
の
状
況
に
関
す
る

元
住
民
の
回
想
を
読
む
と
、
下
町
・
山
の
手

両
文
化
圏
の
違
い
や
往
時
の
建
物
の
様
子
が

よ
り
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
巻
末
の
学
芸
員
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ

れ
ら
移
築
物
の
復
元
の
舞
台
裏
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
て
も
の
園
は
建
物
自
体
の
復

元
と
生
活
感
の
再
現
の
両
立
を
目
指
し
、
調

査
に
基
づ
き
可
能
な
限
り
理
想
的
な
展
示
を

す
る
よ
う
試
み
て
き
た
。
そ
の
好
例
が
、
外

は
創
建
時
の
江
戸
末
期
頃
、
中
は
聞
き
取
り

調
査
に
よ
る
昭
和
20
年
代
と
い
う
折
衷
的
復

元
が
な
さ
れ
た
青
梅
の
万
徳
旅
館
で
あ
る
。

時
代
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
は
な
い
か
と
首
を
傾
げ

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
各
パ
ー
ツ
の
設
定

年
代
を
符
合
さ
せ
て
建
物
全
体
を
復
元
す
る

こ
と
は
困
難
だ
。一
口
に
復
元
と
言
っ
て
も
、

建
物
ご
と
に
様
々
な
対
応
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
学
芸
員
の
苦
悩
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

建
築
の
専
門
家
か
ら
一
般
人
ま
で
幅
広
い

視
点
を
含
む
本
書
は
、
昔
の
暮
ら
し
の
様
子

や
建
物
の
魅
力
を
多
面
的
に
伝
え
て
く
れ

る
。
町
の
姿
が
日
々
更
新
さ
れ
て
い
く
中
、

か
つ
て
の
東
京
を
知
る
鍵
と
し
て
の
本
書
の

意
義
は
日
増
し
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。

　

余
談
だ
が
、
私
は
本
書
の
読
後
に
初
め
て

た
て
も
の
園
を
訪
ね
た
。
先
に
読
む
か
、
後

に
読
む
か
。
私
は
少
し
迷
っ
て
前
者
を
取
っ

た
が
、
も
ち
ろ
ん
後
者
を
選
択
し
た
人
や
常

連
客
に
も
、
ペ
ー
ジ
を
手
繰
る
ご
と
に
新
し

い
発
見
が
待
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

（
辻 

慎
太
郎
）

新江戸東京たてもの園物語
江戸東京たてもの園、スタジオジブリ 企画・
編集
東京都江戸東京博物館　2014.7　447p　
20cm
<請求記号 GC65-L21>



N D L  T o p i c s
国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
展
―
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

選
定
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
２
０
１
９
」

　　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
７
月
28
日
（
火
）
か
ら
８
月
30

日
（
日
）
ま
で
、
展
示
会
「
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書

展
―
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
選
定
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
２
０
１
９
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
と
は
、
本
を
読
む
と
き
に
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
た
り
、
文
字
を
認
識
し
た
り
、
読
ん
で
理
解
し
た
り

す
る
こ
と
に
バ
リ
ア
（
障
害
・
障
壁
）
が
あ
る
子
ど
も
も
、
障

害
の
な
い
子
ど
も
も
共
に
楽
し
め
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
工

夫
さ
れ
た
本
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
国
際
児
童
図
書
評
議
会
）

が
２
０
１
９
年
に
選
定
し
た
、
世
界
20
か
国
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

児
童
図
書 

40
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

点
字
の
絵
本
、
布
の
絵
本
な
ど
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
も

読
み
や
す
い
本
に
加
え
て
、
障
害
を
理
解
す
る
た
め
の
本
な
ど

も
紹
介
し
ま
す
。

　
○��

開
催
期
間　

７
月
28
日
（
火
）
～
８
月
30
日
（
日
）

　

�

※
月
曜
日
、
８
月
19
日
（
水
）
は
休
館

　

※�

開
催
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
に
つ

い
て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

○
開
館
時
間　

９
時
30
分 

～ 

17
時

○�

会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　
　
　
　
　
　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
以
下
の
と
お

り
一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

①
令
和
２
年
７
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
予
定
）

　

・
関
西
館
所
蔵
の
国
内
博
士
論
文　

約
１
２
，９
０
０
件

②
令
和
２
年
８
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
予
定
）

　

・
東
京
本
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
９
，２
０
０
冊

　

・
関
西
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
４
０
０
冊

　

・
国
際
子
ど
も
図
書
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
２
，４
０
０
冊

　

・
関
西
館
所
蔵
の
中
国
語
・
朝
鮮
語
図
書　

約
40
冊

※�

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

の
書
誌
詳
細
画
面
の
所
蔵
一
覧
上
に
、「
作
業
中
」
の
表
示
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ > 

資
料
の

保
存 > 

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て > 

デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
伴
う

原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の
文
化
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
も
な
人
事

<

辞
職>

令
和
２
年
６
月
30
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長　
　
　

  

山
田　

敏
之

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
２
年
７
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
（
専
門
調
査
員　

調
査
及

び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　
　

治

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）       

本
吉　

理
彦

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付

（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）　　
　
　

   

中
渡　

明
弘

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
主
幹　

調
査
及

び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
付
）　　
　
　
　

    

相
原　

信
也

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
、
調
査
企
画
課

長
事
務
取
扱
（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
長
）     

松
山　

健
二

世界のバリアフリー児童図書展ちらし
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図
書
館
調
査
研
究
リ
ポ
ー
ト
Ｎ
ｏ
．18
『
地
域
の
拠

点
形
成
を
意
図
し
た
図
書
館
の
施
設
と
機
能
』
を
刊

行
し
ま
し
た

　　

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
図
書
館
及
び
図
書
館
情
報
学
に
関

す
る
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
令
和
２
年
３
月
に
、
標
記

資
料
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
研
究
で
は
、
気
仙
沼
図
書
館
（
宮
城
県
）、
大
和

市
立
図
書
館
（
神
奈
川
県
）、
田
原
市
中
央
図
書
館
（
愛
知
県
）、

瀬
戸
内
市
民
図
書
館（
岡
山
県
）、伊
万
里
市
民
図
書
館（
佐
賀
県
）

を
対
象
と
し
た
事
例
調
査
と
、
図
書
館
施
設
に
つ
い
て
の
文
献

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
例
調
査
で
は
、
実
地
調
査
や
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

等
に
よ
り
、
施
設
面
の
特
徴
や
、
そ
の
施
設
が
地
域
の
拠
点
形

成
の
面
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
を
分
析
し
ま
し
た
。

　

文
献
調
査
で
は
、
建
築
分
野
に
お
け
る
図
書
館
研
究
の
動
向
、

図
書
館
建
築
に
関
す
る
先
行
研
究
、
近
年
新
築
又
は
改
築
を

行
っ
た
国
内
公
共
図
書
館
の
情
報
等
を
整
理
し
ま
し
た
。

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
８
４
号　

ア
メ
リ
カ
の
２
０
１
９
年
香
港
人
権
民
主
主
義
法

ア�

メ
リ
カ
の
人
身
取
引
対
策
に
関
す
る
法
整
備
の
現
状
―
捜
査
及
び

訴
追
を
中
心
に
―

フ
ラ
ン
ス
の
デ
モ
に
お
け
る
公
の
秩
序
保
障
法

ド�

イ
ツ
に
お
け
る
非
同
居
親
の
扶
養
義
務
と
養
育
費
立
替
法
―
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
養
育
手
当
支
給
制
度
―

ド�

イ
ツ
の
食
料
確
保
準
備
法
―
緊
急
事
態
に
お
け
る
食
料
の
安
定
供

給
に
関
す
る
法
律
の
刷
新
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
３
２
号

自
衛
隊
、
米
国
軍
等
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
処
能
力
の
強
化

台
湾
の
公
民
投
票
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）
制
度

生
産
性
を
め
ぐ
る
議
論

都
市
公
園
制
度
の
変
遷
と
公
民
連
携
の
課
題

中�

国
地
方
の
自
治
体
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
先
進
的
取
組
―
岡
山

県
総
社
市
と
鳥
取
県
の
事
例
―
（
現
地
調
査
報
告
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
３
３
号　

超�

高
齢
社
会
に
お
け
る
終
末
期
の
医
療
と
介
護
―
看
取
り
の
政
策
に

向
け
て
―

沖�

縄
県
の
経
済
特
区
制
度
の
活
用
事
例
―
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積

地
域
に
お
け
る
近
年
の
取
組
―
（
現
地
調
査
報
告
）

地
上
波
ロ
ー
カ
ル
放
送
局
の
現
状
と
課
題
（
現
地
調
査
報
告
）

主
要
国
に
お
け
る
被
選
挙
権
年
齢
（
資
料
）

諸
外
国
の
租
税
支
出
を
め
ぐ
る
動
向
（
資
料
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
４
４
号

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
制
定
背
景
と
内
容
、
そ
し
て
課
題

オ�

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
保
存
す
る
：
統
計
不
正
問
題
か
ら
こ
れ

か
ら
の
図
書
館
を
考
え
る

組
織
Ｉ
Ｄ
の
動
向
―
Ｒ
Ｏ
Ｒ
を
中
心
に

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

学
術
雑
誌
の
転
換
契
約
を
め
ぐ
る
動
向

米
国
で
の
電
子
書
籍
貸
出
を
め
ぐ
る
議
論

欧
州
の
図
書
館
と
電
子
書
籍
―
従
来
の
公
共
図
書
館
よ
、
安
ら
か
に

眠
れ
？

入
手
の
お
問
合
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 102頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

国立国会図書館　ISSN 1348-7469

カレント
アウェアネス

Current　Awareness

No.344
2020.6.20

リサイクル適性 A
この印刷物は、印刷用の紙へ
    リサイクルできます。

編集／国立国会図書館関西館図書館協力課
〒 619 − 0287 京都府相楽郡精華町精華台 8 − 1 − 3 TEL:（0774）98 − 1449

発行／国立国会図書館
季刊／ 3 月・6 月・9 月・12 月　各 20 日発行

　

・本誌は、図書館及び図書館情報学における、国内外の近年の動向及びトピックスを解説する情報誌です。
・本誌の全文は、「カレントアウェアネス・ポータル」<https://current.ndl.go.jp/ca> でもご覧いただけます。
・本誌の掲載記事を長文にわたり抜すいして転載される場合には、事前に図書館協力課に連絡してください。
　

この刊行物は再生紙を使用しております。

目　　次

［CA1974］ 読書バリアフリー法の制定背景と内容、そして課題 / 野口武悟…… 2

［CA1975］  オルタナティブな情報を保存する： 
統計不正問題からこれからの図書館を考える

   / 福島幸宏…… 4

［CA1976］ 組織 ID の動向 ― ROR を中心に
  / 中島律子…… 7

動向レビュー
［CA1977］ 学術雑誌の転換契約をめぐる動向 / 尾城孝一…… 10

［CA1978］ 米国での電子書籍貸出をめぐる議論  / 井上靖代…… 16

［CA1979］  欧州の図書館と電子書籍 ― 従来の公共図書館よ、安らかに眠れ？
         / ベンジャミン・ホワイト , 井上靖代（翻訳）…… 21

編集／国立国会図書館関西館図書館協力課
〒619−0287 京都府相楽郡精華町精華台8−1−3 TEL:（0774）98−1449

発行／（公社）日本図書館協会
定価／ 400円（税別）　送料140円

季刊／ 3月・6月・9月・12月　各20日発行

日本図書館協会　ISSN 0387-8007

カレント
アウェアネス

Current　Awareness

A4 104頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4 124頁 季刊 1,800円（税別）　
発売　日本図書館協会
ISBN　978-4-87582-861-7

https://current.ndl.go.jp/report/no18
問合せ先
国立国会図書館 関西館 図書館協力課
調査情報係
電子メール　chojo@ndl.go.jp

A4　28頁　季刊　400円（税別）　
発売　日本図書館協会

https://current.ndl.go.jp/report/no18


            

表紙・本文　中性再生紙使用

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜粋して転載される場合には、事前に当館総務部総務課にご連絡ください。
本誌 517 号以降、PDF 版を当館ホームページ（https://www.ndl.go.jp/）＞刊行物＞国立国会図書館月報でご覧いただけます。

発 行 所

〒 100 -8924

国 立 国 会 図 書 館

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 1-10-1
電  話  03 （3581） 2331 （代表）
F A X    03 （3597） 5617
E-mail    geppo@ndl.go.jp
https://www.ndl.go.jp/

編 集
責 任 者 三 浦 　 良 文

7/8

令和 2 年 7/8 月号 （No.711/712）
令 和 2 年 8 月 1 日 発 行

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 0 . 7 / 8

01	 <Book of the month - from NDL collections>
	 Azuma warawa
	 ―Court ladies in men’s attire illustrated in pictorial materials

07	 Official version of Japan Search to finally be released!

10	 Discussion: Future of Japan Search 

20	 The things you can find on Japan Search

22	 Strolling in the forest of books (23)
	 Forms of description

28	 Working at the NDL, Episode 7 

32	 <Books not commercially available>
	 Shin edo tokyo tatemonoen monogatari

33	 <NDL Topics>

Contents

no.711/712

July/August
2020

国立国会図書館月報

印 刷 所 株 式 会 社　 丸 井 工 文 社

https://www.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/


National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 0 . 7 / 8

ISSN　0027-9153


	表紙
	目次
	東豎子　―描かれた男装の女官　今月の一冊　国立国会図書館の蔵書から
	ジャパンサーチついに正式版公開へ！
	座談会　ジャパンサーチの未来の話をしよう
	ある人がジャパンサーチで調べてみた
	本の森を歩く　第23回　記述の形式について
	国立国会図書館で働いてます　no.7
	本屋にない本　『新江戸東京たてもの園物語』
	NDL Topics
	国際子ども図書館展示会　「世界のバリアフリー児童図書展―IBBY選定バリアフリー児童図書2019」
	資料のデジタル化に伴う原資料の利用休止について
	おもな人事
	図書館調査研究リポートNo.18『地域の拠点形成を意図した図書館の施設と機能』を刊行しました
	新刊案内
	英文目次
	裏表紙

